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おめでた（出生）
じょう
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新大ちゃん　　　　小林吉昭・さつきさん

　　　　　　　　　　　（上蝦池・中道〉

おくやみ（死亡）

蕎波忠藏さん　74歳　松　1コ（桶　屋）

層山千代さん76歳橋　詰（あっち村）
福原秀治さん　76歳　三　桶（あっち村〉

＊工0月葺ヨから！0月31濤までの鵬患分です．

＊広報に載せてほしくない方は、履患の時
．に窓臼にお謡ください．

榔◎斡毯

　　　　　王0月3葺ヨ規筏

総人1二i3，042人（一7〉
　　男　　i，483ノ、　〈一3）

　　女三，559人〈一4〉
慰帯数　1，099芦（一2）

　　　　（　〉内は繭月との比較
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し、っ1欲し、れれしゅうしました　　　　　　　　　　き3莚
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の
ま
ひ
ろ

毎
施
　
幸
広
く
ん

　
（
黒
禽
・
九
讐
）

おガあεれガおれぶしこ

（れるここ1ろ
1浅（（じ窃’かあされち
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妊きなお遊び

ウノレトラマンコスモ∋ス

ごっこ

．懸鶏、継

　〈”月9日～15日〉
寒くなってきました。暖薩器異の
使い始めは、必ず燕検整備を

しましょう。
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市
町
村
合
併
の
地
域
懇
談
会
及
び

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
終
え
て

松
之
山
町
長

　
　
佐
藤

利
幸

⑫　　
之
山
町
で
は
市
町
村
含
併
が
当
面
の
巖
大
課
題
で
あ
る
こ
と
は

　
　
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
地
域
懇
談
会
を
持
っ
て
、

住
戻
の
み
な
さ
ん
に
「
合
併
し
な
い
で
自
立
し
た
場
合
」
「
合
併
す
る

場
合
ど
う
な
る
の
か
』
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
示
し
な
が
ら
現
状
を
説

明
し
意
見
交
換
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
町
疑
講
座
で
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
講
座
を
開
い
た
り
、
広
報
で
そ
の
時
々
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

⑩　　
域
懇
談
会
の
質
疑
・
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
弩
に
概
要
を

　
　
掲
載
し
た
と
お
り
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
括
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
の
合
併
に
対
す
る
関
心
の
葛

さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
判
漸
の
重
要
性
を
実
感
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
す
。
参
加
者
の
数
か
ら
も
、
毎
年
の
年
度
当
初
に
実
施
し
て
い

る
新
年
度
予
算
説
明
及
び
住
渓
の
意
見
を
聞
く
懇
談
会
よ
り
大
勢
の

住
昆
の
ご
出
席
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
意
義
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
．

　
　
の
懇
談
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
各
集
落
ご
と
に
会
場
を
持
た
れ

　
　
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
合
併
特
例
法
の
期
限
の
こ
と
、
ま

た
十
賃
町
広
域
5
市
町
村
で
協
議
を
進
め
て
い
る
法
定
協
議
会
へ
の

移
行
の
時
期
な
ど
か
ら
日
程
を
と
る
こ
と
に
無
理
が
あ
り
、
今
回
も

地
域
ご
と
の
懇
談
会
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

㊧
鞍
鹸
蕪
難
ご
跳
鎌
懲
鑛
灘
篠
籔
礫
糞
難
鵠

ま
と
め
て
獲
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
周
知
が
不
十
分
で
抜
き
打
ち
的
で
は
な
い
か
と
い

う
ご
意
見
も
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
対
象
者
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
か
ら
ご
回
答
を

頂
く
こ
と
が
で
き
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。㊧
影
際
噛
携
鳩
曝
凝
辱
禁
耀
楕
曙
欝
鉱
器

を
任
せ
る
が
2
0
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
従
っ
て
町
長
・

議
会
の
考
え
方
や
判
漸
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
結
果
と
な

り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
切
に
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

⑤　　
後
は
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
議
会
内
で
十
分
議
論
を
し

　
　
て
頂
く
と
共
に
、
町
長
・
議
会
と
の
協
議
を
さ
ら
に

重
ね
て
い
き
、
住
民
の
枇
判
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

評
緬
さ
れ
る
よ
う
な
方
針
を
患
す
べ
く
努
力
を
傾
涯
し
て

い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
罠
各
位
の
率
薄
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
串
し
上
げ
ま
す
。

平
成
焉
年
⑫
月

彊ぬ

灘灘

民アンケート結果｛

蝕離醗．薫

あなたは、舩之山町が台併するεとについてどう思いますか2

　
　
　
　
　
②

　
　
　
問

懸
繋
灘
羅
灘
灘
羅

遣
＾い

◇調査対象者数2，653人……松之山町に往所を有する18才以上の人（拳生も含みます）

◇回答者数　　2，175人（剛又率8zo％〉

入（1．6％

）29才

40302010o

ロ平成篶年箕月4β～平成絡年質月25臼に実施した箏臨麟合併住民アンケー一トの結果報告です。

ロ皆様にお配駐したアンケートの、闘4～問もの順番に掲載しました。

■跨2、跨3、問綴こついては、各隼代の考えがわかるように年齢階屡罰の内訳を掲載しました。

ロ地域別や職鞭ごとのよ麟し繭容1こついては、後購鵠としてまとめ全戸に蘇します・

3
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灘
鎌
鞭
　
識鍵繍

灘

灘
Q獅翻L3

擁澱鞭灘職

　

網．3
』

どうしτも総之出町が台餅を選択しなければなら：なく

なった場台、どぢらのバウーンを支持しますか。

藁持縷懸嚇
　董3懸
繍脳鋤　　　國答総数

　　　　　　676人
鑛麟、

籔
蝋　
　
　
縣

　
　
　
嚇

嚢　　
　
　
纏

5

全　体

18～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

無圃答αo％

　　　Q

■5市欝麟麹叢持しない■鞭答等

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単《立1％〉

　　　　　　　　　5Q．O％

　　　　　　　　　　　　5418％

　　　　　　　　　　　58β％

　　　　　　　　　　　65、2％

　　　　　　　　　　　　57、5％

　　　　　　　　　　5518％

　　　　　　　　　　64．3％

　　　　　　　　　　52鱒％

　　　　　　　　　　75．o％

10　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　　40 50 　　　60 70

2、3％

硬⑦％

蓬OO

（趣鍵醜2

掴、2
』

舩之出町が台併するとしたら、どのバウーンが

よいと思いますか。

★その地の園答内容（松之由麟省略）

津南町、中還村 7
、ヒ越覆 3
5市嚇聾津衛町 手

、と越市、松代町 1
川酉町、中璽村、松代郷 1
津南町、中墨桝、松代町 1
津南町、中嬰村、〈松代購） 篭

燦南町、松代町 1
栄麺、灘南町 葉

津南町、中璽村、津繭衛生施設総合 1
来醗入 1
欝 窪9

　　　無園簾等
　　　　㈹謄癒の地
　　　鰺◎鋤董9鑓

禦繭購294獲
　（36！0％菱

数
人
総
6
答
－
回
8

全　体

篭8～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

無園答

■舞樹猫舗曜その地■無難

　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝36〉

　　　　　　3610％

o 1Q 20 30 40

20．O％

50 60 70 8（） go

2，0％　　2．6％

0．5魑　　5．5％

0，0驚　5．5％
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　　　　　　　　　　一含欝騰鯛蟹や地方交艀鋭などで優遇接灘が

受iナられ、まちづくり・地蟻づく夢ができる 366
　　亀

44．9
　　亀

｝
露
季

奪門的な職黄の醗麗や職暴の能力の

海上で、商度なサーピスが蔓けられる
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墨
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｛
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髄譲苫よく鱒施レ総騨、購織灘こな穫華礪輪

淑糠麟る縫蹴伽講ずさ漁てしまう
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腫r婁、副毒講
　　　　　　　　　　　　　　　　叢　購・

竈設闘15帯町料の欝鱗縫
　　　　　　　　　　　　　　　　　禦　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　鶏齢噸離

　　　無園答2．3％一瓢
　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　、

灘i

懸

どちうども判断
のカない　　簾67％

　　　　難
　　　　豫

　　　　　　難

　　　　　　　磯

どちらかといえば
賛成　葉5、5％

藤
麟　　
　
　
　
　
　
榊

愈

纏設悶1賛成の理由を2つまで選択

3，000人

潅，992人

66，4％

議鍵職勲麟馨 鰹薄雛

大きな布になりイメージが向上 簾2ρ駕

蕪麟齢峯灘嫌識擬獺繊幾 簾懸鑑

財政規模の拡大 2α2％

嫌嬢麟緻鐵援 纏欝驚

その地（詑述〉 3｛）％

欝 養窃響簿驚

懸設賜：反対の理由を2つまで選択

繕撮難購難鎌舗灘饗灘蹴鶏 灘鑑

地域の文化や風習がなくなる 12、1駕

懸鶏纏欝懸爆翻灘嚢灘癒 鱒．蒙霧

行財政改革を優究すべ意 14、5駕

周羅部麟灘藁残欝職蕎 麗灘霧

その勉（記遂） 4．4％

謙 蓬奪韓瀞霧

道蕗除雪がスムーズに進むよう，沿線の皆様のご協力をお願いしまず

o爆繋要簸体翻
　県の設置墓準が鶴灘厳しく隷η、奪離震は曜鶴よ

翰2騒誠の鎗犠捧講と懸穆豪講．護の醗．総蟹糞ぽ礁

舘a購婆講ンバー▽餐が岡δ驚線誉受鰺鋳ち態譲攣。

1高沢

一
　　き
一夫i圧雪：三雀地域撞当

一
規手・黒愈地域i小晃　霊嚢1籏嚢；黒倉・藤原集落擾当

　　　　　←　　　・i

松之出・三劣　　　　　i樗騰剰騰麹蟹墜璽塑量峯
　　　　　轡一｝｝｛ト｝

　　　　　i灘久i井癒良i全地域内一般作業握当
き

i滝沢　安雄i圧雪1松畢地域糧当
悔　　　　　　　　　　←・

　　　　　を　　　　　　　　き松里・布州地域i小野塚正講i径雪：上布潤地域担当．

　　　　　ド　　　　　　　　　セ
　　　　　i杓山　春濁1全地域内一般作業撞当
　　　　　　　　　　峯

浦照地絨

i緯由　重雄i嚴雪；上地区担当
し．　　　　　　　私

沼
㎜
異
心

善
｝
書
レ

　　モ正二i圧雪；下地区担当

i佐藤類一郎i全地域内一般作業担当

　今シー一ズンの麟県道及び町遵び）除嚢・饒鍍は、

おおむね昨シー一ズンと岡じ捧翻で作業を行います。

なお、盤．活重点道踏の除露を今後も効率よく続

けていくためには、入塚のないバイパス的な跨

線の除雲は見直しが必要な時期となっているこ

ともご理解ください．

⑫撫動基準

早朝除雪一約10cm（蘇道胴じ）
　日中除雪……約15cm（蘇道と異なる〉

※圏票遵に出ても、駒遵には旗ないことがあります．ただし、

　急坂や標高の蔑いところは状溌に灘じて出勧します。ま

　た題iす方1こなって』急に葬餐った場合は遅才駕ることがありますp

○除露に閣する闇い含わせは

　役場建設企業課　維持係まで　贈6一鋭35（薩通）

9

近隣市町村の

野

ル

騨顧　　　胸庫

騨　　　繍轍 塵　掴 》

「繊 ヘイ ド

　十藏町広域圏合併任意協議会に参加している5市町村のうち、松代町を除く4市町村

で相次いで住民アンケートが行われました。ここでは十闘町市・中里村でのアンケート

結果から、「合併する・しない葺の基本事項について速報としてお知らせします。なお

媛晒町は、本誌今月弩の締め切りBまでに問に合わなかったため揚載できませんでした。

竈殼問1あなたは合調．襲．蒙、、

灘

わからない

欝

無園答　α4％

轟
　
　
　
鞭

灘腿　
難
　
　
箋

　
　
　
灘

どちらかといえば
蓮う・要なも、　蓬2、3％

　　　　　灘

　　　i鰹
灘瀞

蓬。　ぎ　鷺る耀、お議難憲義が礁

諺醐驚縣蜘．鴎布数，3，，、件

　　　　　　　　　　　　　　　園収数　　　　3」25件

　　　　　　　　　　　　　　　園収率　　　　　23．02％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市内の各樫馨に配布）

　　　　　膿設閥：ギ含併が必要』と考えられた理由（3つまで選択）

が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のへ

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i新闘臆どのアンヂ欄翫晃ると・臓勧日
籍．500人あるいは3ρ00人ということが多いです．こ損

iは締的な歓礎づいており、搬飢灘融串ξ員
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
iよるアンケートでは30QO人程度の調蛮で結果が平均化し、l

iそ蹴対象を増やしても繍こ大差が蜘という輯
1とからきているものです。　　　　　　　　　　　　　　ノ
＼　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　〆

経辮灘i灘蟻縢㈱鱗懸鰯 呂犠望鋸

財政基盤が強化され余密ができる 9．5％

』
簸
敏
嚢 轍灘騰彌獲 無8鋸
今のサーピス水準を維持できる 葦3．4％

一麟i難圏蕪i繕麟雛撚漢雛 繍藩鋸

高度なサービスが受けられる 4．6％

翻縦i講…轍継灘翻麟欝 簸の鑑

イメージが虜上する 3．7％

織鱒繕』『－ 纐熟

無園答 ω％

縫・ 導⑤β纏翼

纏設間才含餅は必要ない3と考えられた理由（3つまで選択）

1i織鱗獲叢薦懸瀬講鐡纐懸総1灘套憾　　　　　鶏灘護

　周辺部が寂れる　　　　　　　　　　　　　　　　牲0％

　繋醗欝翻獲雛灘難糊謬繋濾懸懸癒、『．、．、P　織鰹

　きめ総かなサービスが受けにくくなる　　　　　　摩2．2％

　辮穰講灘謙蕪灘撚灘鍵鞍il驚・薫縫惹灘　　P繊磯・

　サービスが低下した》負撞が増える　　　　　　　織2％

　、灘饗鑛蒸擦繍灘糠繊蕪灘灘難懸　　』』、難灘

　祭りや歴史文化などの個牲が薄れる　　　　　　　108％

　無回警　　　　　　　　　　　　　　　　　　α2％
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懸設賜：反対の理由を2つまで選択

繕撮難購難鎌舗灘饗灘蹴鶏 灘鑑

地域の文化や風習がなくなる 12、1駕

懸鶏纏欝懸爆翻灘嚢灘癒 鱒．蒙霧

行財政改革を優究すべ意 14、5駕

周羅部麟灘藁残欝職蕎 麗灘霧

その勉（記遂） 4．4％

謙 蓬奪韓瀞霧

道蕗除雪がスムーズに進むよう，沿線の皆様のご協力をお願いしまず

o爆繋要簸体翻
　県の設置墓準が鶴灘厳しく隷η、奪離震は曜鶴よ

翰2騒誠の鎗犠捧講と懸穆豪講．護の醗．総蟹糞ぽ礁

舘a購婆講ンバー▽餐が岡δ驚線誉受鰺鋳ち態譲攣。

1高沢

一
　　き
一夫i圧雪：三雀地域撞当

一
規手・黒愈地域i小晃　霊嚢1籏嚢；黒倉・藤原集落擾当

　　　　　←　　　・i

松之出・三劣　　　　　i樗騰剰騰麹蟹墜璽塑量峯
　　　　　轡一｝｝｛ト｝

　　　　　i灘久i井癒良i全地域内一般作業握当
き

i滝沢　安雄i圧雪1松畢地域糧当
悔　　　　　　　　　　←・

　　　　　を　　　　　　　　き松里・布州地域i小野塚正講i径雪：上布潤地域担当．

　　　　　ド　　　　　　　　　セ
　　　　　i杓山　春濁1全地域内一般作業撞当
　　　　　　　　　　峯

浦照地絨

i緯由　重雄i嚴雪；上地区担当
し．　　　　　　　私

沼
㎜
異
心

善
｝
書
レ

　　モ正二i圧雪；下地区担当

i佐藤類一郎i全地域内一般作業担当

　今シー一ズンの麟県道及び町遵び）除嚢・饒鍍は、

おおむね昨シー一ズンと岡じ捧翻で作業を行います。

なお、盤．活重点道踏の除露を今後も効率よく続

けていくためには、入塚のないバイパス的な跨

線の除雲は見直しが必要な時期となっているこ

ともご理解ください．

⑫撫動基準

早朝除雪一約10cm（蘇道胴じ）
　日中除雪……約15cm（蘇道と異なる〉

※圏票遵に出ても、駒遵には旗ないことがあります．ただし、

　急坂や標高の蔑いところは状溌に灘じて出勧します。ま

　た題iす方1こなって』急に葬餐った場合は遅才駕ることがありますp

○除露に閣する闇い含わせは

　役場建設企業課　維持係まで　贈6一鋭35（薩通）
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近隣市町村の

野

ル

騨顧　　　胸庫

騨　　　繍轍 塵　掴 》

「繊 ヘイ ド

　十藏町広域圏合併任意協議会に参加している5市町村のうち、松代町を除く4市町村

で相次いで住民アンケートが行われました。ここでは十闘町市・中里村でのアンケート

結果から、「合併する・しない葺の基本事項について速報としてお知らせします。なお

媛晒町は、本誌今月弩の締め切りBまでに問に合わなかったため揚載できませんでした。

竈殼問1あなたは合調．襲．蒙、、

灘

わからない

欝

無園答　α4％

轟
　
　
　
鞭

灘腿　
難
　
　
箋

　
　
　
灘

どちらかといえば
蓮う・要なも、　蓬2、3％

　　　　　灘

　　　i鰹
灘瀞

蓬。　ぎ　鷺る耀、お議難憲義が礁

諺醐驚縣蜘．鴎布数，3，，、件

　　　　　　　　　　　　　　　園収数　　　　3」25件

　　　　　　　　　　　　　　　園収率　　　　　23．02％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市内の各樫馨に配布）

　　　　　膿設閥：ギ含併が必要』と考えられた理由（3つまで選択）

が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のへ

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i新闘臆どのアンヂ欄翫晃ると・臓勧日
籍．500人あるいは3ρ00人ということが多いです．こ損

iは締的な歓礎づいており、搬飢灘融串ξ員
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
iよるアンケートでは30QO人程度の調蛮で結果が平均化し、l

iそ蹴対象を増やしても繍こ大差が蜘という輯
1とからきているものです。　　　　　　　　　　　　　　ノ
＼　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　〆

経辮灘i灘蟻縢㈱鱗懸鰯 呂犠望鋸

財政基盤が強化され余密ができる 9．5％

』
簸
敏
嚢 轍灘騰彌獲 無8鋸
今のサーピス水準を維持できる 葦3．4％

一麟i難圏蕪i繕麟雛撚漢雛 繍藩鋸

高度なサービスが受けられる 4．6％

翻縦i講…轍継灘翻麟欝 簸の鑑

イメージが虜上する 3．7％

織鱒繕』『－ 纐熟

無園答 ω％

縫・ 導⑤β纏翼

纏設間才含餅は必要ない3と考えられた理由（3つまで選択）

1i織鱗獲叢薦懸瀬講鐡纐懸総1灘套憾　　　　　鶏灘護

　周辺部が寂れる　　　　　　　　　　　　　　　　牲0％

　繋醗欝翻獲雛灘難糊謬繋濾懸懸癒、『．、．、P　織鰹

　きめ総かなサービスが受けにくくなる　　　　　　摩2．2％

　辮穰講灘謙蕪灘撚灘鍵鞍il驚・薫縫惹灘　　P繊磯・

　サービスが低下した》負撞が増える　　　　　　　織2％

　、灘饗鑛蒸擦繍灘糠繊蕪灘灘難懸　　』』、難灘

　祭りや歴史文化などの個牲が薄れる　　　　　　　108％

　無回警　　　　　　　　　　　　　　　　　　α2％
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富町博才倉で孫｛史民墾書炎禽力’ら

醜
∞
∞

繊灘磁 3つの選択肢というが、灘爾町との脇議結果がない。これでは手落ちではないのか。

繊羅騰
5帯町村の資料はいろいろな形で鋳報が入ってくるが、津爾町・中里籾のもσ）はほとんどない。

繊選鋤
鵬磯略鹸の醗を灘勲§、輌と深く勉強してほしい憾じた・議鍛が灘瀧鶴る抽備だが
とんでもないことだ．

灘箋麟 議員．と話し合いのできる町浅講塵iをもう一度やってもらいたい。

穣懸勲
騨くらしゆ短期的髄で獅岬丁柵鰍み搬いと思うが澱年・20鞭麓えると繭●申難σ）拳轍みが
よいと患う、嵩舘1・ンネ序が調逓すれぱ津幽・中禦とは簿時問工リアとなる。

繊慧幽
辮が難騨が、今の郷傾給餓）やむを得ない。醗難鰭え蔽之…励勲を鋤’し笥くに購繭
とσ）含儒がよいと思う．

繊灘灘
跨蛸までというのではなく．もっと舞糊齢けて顯鹸繊しても墓葬たい測政は地膿灘‘財政法に
よっているので、そう極端に変わるはずもない。含併すれぱ人欝が減り寂れてい＜。

蕊　欝
鯉，的に繍綱横の舗鮫持する．瑠Aの鞭み駄きく影響騒認う・灘抑場含膿業関騨振
り出しに漢るのではないか．

嚢　欝
，1、規脳村は糊があて）たようになるのか．（毒徽の繍・による窓1環務程度までなるという講蹴対して〉

類　欝
小焼摸自治｛本σ）栄群（長野県）が露読1できるの1こ、松之蕪1はなぜ難しいのか。

爆　肇 津南1町と倉併した場合の財政晃通しなどの資料はないのか。

松　墾 畿漢弩鰍轟難賜隷、襯繋鰐灘雛瓢鎌離犠赫購臆辮お野

松婁
津靴奮併する土雛、翻嚇例鰍媛けられる鋤・諌た対等舗なのか編入舗な鋤㌔

絵　鍵 舗してか樋徽臆できな瞳と鹸く識し．今麟購禍べ凝ある・灘鞭1こばも櫛働鰍騰い・

総　羅 念欝後は十猴町の思うようになるのではないか。

穣鍛
聴魚の試灘、醗の鵬がずさんだ．灘・輔騰から検鋤ている・選撒として掲げ臆樋っ槻実
的な資料を示せ、

絵　鍵
ギ舗する、しない岬闘欝として簸なこと3旙いながら・爾丁民に対しては購があるか祉もきう融で判

籔を急がせるのはおかしい。

葉　獺 醐き取りをすると津南町との声が大きく翻こえる。もう少し津爾町の謡はで意ないのか。

薫綴翻
棘あ融之雌造る会のチラシ観徽りでは、舗の刈ッ隙ないと獣）れるの飯対である論鰍綱
横も該当事業はすべて十輝貯ではないのか。

灘撫綴 町が明るくなる余併でなくてはならない。

浦霞滋 勲の選択肢があるといいながら、今職濾ってもはっき眺ないのはなぜか・

溝鰺墨
昭糊舗曝、支醜なくさな硬紡ことだ旋力§、繍醜く勧磯実がある・今瞭）その鞍髄ぐ聴れ齢・

演鐡灘 説明醐いていると、津繭との創瓶驚えられないような喬糺方燗こえてしま勃ではないか・

無禽
・も鐵町宙との禽併は最悪の選択だ。最後は見捨てられると思う・

蕪鍵
一脚）入麟唱蜥政勲・せな軸ある．どの選択肢柾れはというものは魁、・ここは執儲畷会醗せる・

輔隔

嶽嚢轍
町の老齢化は講ま1るばかりだが、中蟹翼・津繭跨では磁生

率が葬常に高い。この漂繍は郷であると理解しているか。

懸欝 集落名はどうなるのか。

繊鍵 綴之山温泉スキー場は食餅後も纒綾していけるのか。

繊馨、
集落要望などの小規模工肇は、禽欝後はどの

ようになるのか。

繊雛』 合携後、松婁かん感麟業への動成はどうなるのか・

鎌癩 合携すると大字名はどうなるのか。

鎌麟麟
iβ衛町村磁位に支湧を置くこととなってい
るが、自治総織の作り方はどうなるのか。

』『『i欝麟・
霞禽体験事業などで都撫との交流事業を受
け入れてきたが、合磁後はどうなるのか。

．捕麟難『『
甫外潟番が異なる衛時樗が舎併した場禽の
電譲番跨はどうなるのか。

難麟灘 農業桑済事業は上越で弩っているが、合欝後はどうなるのか，

桑　　鞭纈　　鎌殿

π

聞　　　鱒さ構轍壕郷距賜廼

“
鶴

騨

鞠

灘轟’

難総
保安要員は台併後も謎続できるのか。駕雲灘は今後

減らしていくということだが、含餅後はどうなるのか。

獺灘き 除欝は禽磁後甕）理行どおりやってもらえるのか。

難　譲
合併後の除鱈・合併特飼債の説萌では。町長

の認識と違うのではないか撃

灘灘・ 食併の場倉、冬糊問の圧雪はどうなるのか。

濾麟灘

時内に多数整備されている冬鰯毒庫は、新審になっ

た場禽どのような搬いになるのか。また集落醗
置されているブルドーザーの搬いはどうなるのか。

　　繍鞭鐵麟顯艦痔距羅籍

畷．欝隷灘撫灘

　　45　　23　　5王　　29　　34

卿、鱒彊懸灘欝環　　脳　　煎　　　　贈　蟻隙鶏　　　欝

癒　　　　　　　　　　　　　　　　　～鯉　　　　　蜀灘難’

暑　割

　　　　澱　　　　268

隙磁鶴糠灘炉、、鮮　　　購撫　　躍　　　購　 騨　畑鹸

．・麗灘

繊叢趨
津南町とσ）資料が十分でないうちぴ）アンケー

トは抜き打ちではないか。

薫　欝
アンケートを実施するということだが、もっ
とわかりやすい資料がほしい。

辮　墾

アンケートを重筏すると書いなが産）、説明会も終わ

らないうちからすでに翻収しているところもある．

自立の資料は単に数掌含わせではなく、もっと輿体
的な事業箆直しを立て、真に自立の道を探るべきだ。

郷　墾
含飽坊1臆奪嚇濃纒論を1雛のか，またアンケ扇・
結果を尊重するというが、そのウエイトはどの程痩なのか、

　　　　　　　　　　　　　　一
鞭　鮒

アンケートの轄累を尊重すると露っているが、数の漂理に

難点を羅くのか．また玉8歳以1二の学ll三は魅象としているのか、

浦縷墨
アンケートで禽併反対がどのくらいの数字が
繊たら海えるのか。

黒霧 アンケート結、疑はどのように公表するのか、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌

溝縷響
アンケートの結果、懲立が遍半数を超えた場
奮はどうなるのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

、　翼

検譲幽
アンケート内容と議会議員の内容が違った場
合は、住民投票もあるσ）ではないか。

鞭燃轍
アンケートの結集後でもいいので．住艮投票はでき
ないのか。簸終的には住践投票をすべきではないか、

絵　羅
津南新繭にr住民投票をする∫冒の町長の談謡が鶏載

された。今までやらないと蓄ってきたのではないか。

鑑類
アンケーi・の結譲と議会との慧見が分かれた場台、

建艮投票もあり得る鴇の謡を聞いたが輿慧はいかがか。

黒禽
住民投票はすべきだ．住疑の一人ヲ＼に爽を
悶うた方がよいと想、う。

．蕪嚢
住罠投票は反対である。蕎齢蕎は分からない
中でやっても穏方ないと愚う。

腔　　導駕　　　　職

繍嚥編、慧灘蓼　一

神號

購＾～
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松之撫

　　　　　　　　　　　　　　　　一
綱丁嚇鵬韻寵帖で」・£糊20」唄

瓢鰯躍羨繍錨呉ぎ難1慰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　建域が寂敢ていくことになるのではないか。1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　拒

叢　霧

新ぎ賛σ）初購員数翻名ということだ顧

詳しく説明してほしい。

東　娼

2鐡翰の選挙から議髄数が3（）人になると
いうが、松之i．舞からは三人でも難しくな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　§るのではないか・　　　　　」

浦懸滋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…祷園の礒員数は40名だが，2醸頻以降もi
40名ではなぜいけないび）か．また30名に1

酬減となった場合，松之撫かξ）はいなく　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
なるのではないか．　　　　　　　　　　・

繊灘幽 任意協議会で調整された各種サービスや施策は、場実できると約束できるのか。

楼灘嶽 平成播葎4月王βより地鷹振興燭ができるが、松代・松之由は今までどおりだと闘く。どういうことか。

総建麹 職鰻給与は低いレベルに奮わせるような認もあるが、職員組含との謡し含いはどうなっているのか・

総灘灘 合併蒋飼簿で譜醸する事業はどうなっているのか。

鶏　馨 交付税のよ人当たり額は各覆町村ごとに違っているが、合併後はどうなるのか。

撫繋
合餅特劔嬢で欝鹸する禦業はどうなっているのか。（未來ある松之由を俘る会の資料を見て〉

撚鍵
特椀礒・交付税は中心地だけに漢われるようで不安だ。こσ）謙明会だけでは資料不足で、とてもアンケートに答えられない。

楼墨
調整案によると十鶏町の園保税は規荘より2万円減っている。ほんとうにそれでやっていけるのか。やれるとい

う根拠を承すべきだ．

総婁
未寮ある松之由を造る会のチラシに職っていたヂ含併特弼篠！については、新市の建設讃爾に明記されていること

である．町掻はウソの記事のような譲をしてもらっては騰る。

楼鍛
法定協議会においてヂ新市建設誹爾の策定」を行い、禽併後に噺布の総奮議露の策定1を鴛うことで問違いないか。

総墨 合併特倒優で欝爾する事業で、松之山に該当するものはあるのか。

繊簸 普通交付税は合併すれば理樫の額を保証する、というふうに濁こえるがほんとうか・

擾羅 ヂ新撫将※構想」は期聞的にどこまで有効としているのか。

薬頽
協議の結果を見ると、重要案件の5年後見薩しが弊常に多い。今後たいへんなことになるのではないか。

驚繍顯 合儀浄化槽が新市の管理になった場合、使薦料は今より蕎額になるのではないか・蕩齢暫惟帯は鶴るのではないか・

浦藤簸 鏡荏まちまちの職髄総与は、蕩い方に含わせるのか。

灘驚鯵 含餅浄化槽が新市の管理になった場禽、使絹料は今より嵩額になるのではないか。

浦鰯灘
段隣的に職糞数を凝滅し、目的とする類似腿棒蛇みを目指すと今より250名も滅少する。サービスが落ちるのではないか。

濾麟滋 チラシにあったように、住民…人当たりの欝蓄額を晃ると十裁瞭市は少ない。

無奮 合鍵しても小規模災霧復簸や町単独補助事叢はできるのか。
鵬蒲守巌　　　　　　覇　　　　　 需蹄鱗　㎜輸藤証撒奪騰鵜’繍蚕　　強鵬揖　　　㎜
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富町博才倉で孫｛史民墾書炎禽力’ら

醜
∞
∞

繊灘磁 3つの選択肢というが、灘爾町との脇議結果がない。これでは手落ちではないのか。

繊羅騰
5帯町村の資料はいろいろな形で鋳報が入ってくるが、津爾町・中里籾のもσ）はほとんどない。

繊選鋤
鵬磯略鹸の醗を灘勲§、輌と深く勉強してほしい憾じた・議鍛が灘瀧鶴る抽備だが
とんでもないことだ．

灘箋麟 議員．と話し合いのできる町浅講塵iをもう一度やってもらいたい。

穣懸勲
騨くらしゆ短期的髄で獅岬丁柵鰍み搬いと思うが澱年・20鞭麓えると繭●申難σ）拳轍みが
よいと患う、嵩舘1・ンネ序が調逓すれぱ津幽・中禦とは簿時問工リアとなる。

繊慧幽
辮が難騨が、今の郷傾給餓）やむを得ない。醗難鰭え蔽之…励勲を鋤’し笥くに購繭
とσ）含儒がよいと思う．

繊灘灘
跨蛸までというのではなく．もっと舞糊齢けて顯鹸繊しても墓葬たい測政は地膿灘‘財政法に
よっているので、そう極端に変わるはずもない。含併すれぱ人欝が減り寂れてい＜。

蕊　欝
鯉，的に繍綱横の舗鮫持する．瑠Aの鞭み駄きく影響騒認う・灘抑場含膿業関騨振
り出しに漢るのではないか．

嚢　欝
，1、規脳村は糊があて）たようになるのか．（毒徽の繍・による窓1環務程度までなるという講蹴対して〉

類　欝
小焼摸自治｛本σ）栄群（長野県）が露読1できるの1こ、松之蕪1はなぜ難しいのか。

爆　肇 津南1町と倉併した場合の財政晃通しなどの資料はないのか。

松　墾 畿漢弩鰍轟難賜隷、襯繋鰐灘雛瓢鎌離犠赫購臆辮お野

松婁
津靴奮併する土雛、翻嚇例鰍媛けられる鋤・諌た対等舗なのか編入舗な鋤㌔

絵　鍵 舗してか樋徽臆できな瞳と鹸く識し．今麟購禍べ凝ある・灘鞭1こばも櫛働鰍騰い・

総　羅 念欝後は十猴町の思うようになるのではないか。

穣鍛
聴魚の試灘、醗の鵬がずさんだ．灘・輔騰から検鋤ている・選撒として掲げ臆樋っ槻実
的な資料を示せ、

絵　鍵
ギ舗する、しない岬闘欝として簸なこと3旙いながら・爾丁民に対しては購があるか祉もきう融で判

籔を急がせるのはおかしい。

葉　獺 醐き取りをすると津南町との声が大きく翻こえる。もう少し津爾町の謡はで意ないのか。

薫綴翻
棘あ融之雌造る会のチラシ観徽りでは、舗の刈ッ隙ないと獣）れるの飯対である論鰍綱
横も該当事業はすべて十輝貯ではないのか。

灘撫綴 町が明るくなる余併でなくてはならない。

浦霞滋 勲の選択肢があるといいながら、今職濾ってもはっき眺ないのはなぜか・

溝鰺墨
昭糊舗曝、支醜なくさな硬紡ことだ旋力§、繍醜く勧磯実がある・今瞭）その鞍髄ぐ聴れ齢・

演鐡灘 説明醐いていると、津繭との創瓶驚えられないような喬糺方燗こえてしま勃ではないか・

無禽
・も鐵町宙との禽併は最悪の選択だ。最後は見捨てられると思う・

蕪鍵
一脚）入麟唱蜥政勲・せな軸ある．どの選択肢柾れはというものは魁、・ここは執儲畷会醗せる・

輔隔

嶽嚢轍
町の老齢化は講ま1るばかりだが、中蟹翼・津繭跨では磁生

率が葬常に高い。この漂繍は郷であると理解しているか。

懸欝 集落名はどうなるのか。

繊鍵 綴之山温泉スキー場は食餅後も纒綾していけるのか。

繊馨、
集落要望などの小規模工肇は、禽欝後はどの

ようになるのか。

繊雛』 合携後、松婁かん感麟業への動成はどうなるのか・

鎌癩 合携すると大字名はどうなるのか。

鎌麟麟
iβ衛町村磁位に支湧を置くこととなってい
るが、自治総織の作り方はどうなるのか。

』『『i欝麟・
霞禽体験事業などで都撫との交流事業を受
け入れてきたが、合磁後はどうなるのか。

．捕麟難『『
甫外潟番が異なる衛時樗が舎併した場禽の
電譲番跨はどうなるのか。

難麟灘 農業桑済事業は上越で弩っているが、合欝後はどうなるのか，

桑　　鞭纈　　鎌殿

π

聞　　　鱒さ構轍壕郷距賜廼

“
鶴

騨

鞠

灘轟’

難総
保安要員は台併後も謎続できるのか。駕雲灘は今後

減らしていくということだが、含餅後はどうなるのか。

獺灘き 除欝は禽磁後甕）理行どおりやってもらえるのか。

難　譲
合併後の除鱈・合併特飼債の説萌では。町長

の認識と違うのではないか撃

灘灘・ 食併の場倉、冬糊問の圧雪はどうなるのか。

濾麟灘

時内に多数整備されている冬鰯毒庫は、新審になっ

た場禽どのような搬いになるのか。また集落醗
置されているブルドーザーの搬いはどうなるのか。

　　繍鞭鐵麟顯艦痔距羅籍

畷．欝隷灘撫灘

　　45　　23　　5王　　29　　34

卿、鱒彊懸灘欝環　　脳　　煎　　　　贈　蟻隙鶏　　　欝

癒　　　　　　　　　　　　　　　　　～鯉　　　　　蜀灘難’

暑　割

　　　　澱　　　　268

隙磁鶴糠灘炉、、鮮　　　購撫　　躍　　　購　 騨　畑鹸

．・麗灘

繊叢趨
津南町とσ）資料が十分でないうちぴ）アンケー

トは抜き打ちではないか。

薫　欝
アンケートを実施するということだが、もっ
とわかりやすい資料がほしい。

辮　墾

アンケートを重筏すると書いなが産）、説明会も終わ

らないうちからすでに翻収しているところもある．

自立の資料は単に数掌含わせではなく、もっと輿体
的な事業箆直しを立て、真に自立の道を探るべきだ。

郷　墾
含飽坊1臆奪嚇濃纒論を1雛のか，またアンケ扇・
結果を尊重するというが、そのウエイトはどの程痩なのか、

　　　　　　　　　　　　　　一
鞭　鮒

アンケートの轄累を尊重すると露っているが、数の漂理に

難点を羅くのか．また玉8歳以1二の学ll三は魅象としているのか、

浦縷墨
アンケートで禽併反対がどのくらいの数字が
繊たら海えるのか。

黒霧 アンケート結、疑はどのように公表するのか、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌

溝縷響
アンケートの結果、懲立が遍半数を超えた場
奮はどうなるのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

、　翼

検譲幽
アンケート内容と議会議員の内容が違った場
合は、住民投票もあるσ）ではないか。

鞭燃轍
アンケートの結集後でもいいので．住艮投票はでき
ないのか。簸終的には住践投票をすべきではないか、

絵　羅
津南新繭にr住民投票をする∫冒の町長の談謡が鶏載

された。今までやらないと蓄ってきたのではないか。

鑑類
アンケーi・の結譲と議会との慧見が分かれた場台、

建艮投票もあり得る鴇の謡を聞いたが輿慧はいかがか。

黒禽
住民投票はすべきだ．住疑の一人ヲ＼に爽を
悶うた方がよいと想、う。

．蕪嚢
住罠投票は反対である。蕎齢蕎は分からない
中でやっても穏方ないと愚う。

腔　　導駕　　　　職

繍嚥編、慧灘蓼　一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　拒

叢　霧

新ぎ賛σ）初購員数翻名ということだ顧

詳しく説明してほしい。

東　娼
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40名ではなぜいけないび）か．また30名に1

酬減となった場合，松之撫かξ）はいなく　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　多
なるのではないか．　　　　　　　　　　・

繊灘幽 任意協議会で調整された各種サービスや施策は、場実できると約束できるのか。

楼灘嶽 平成播葎4月王βより地鷹振興燭ができるが、松代・松之由は今までどおりだと闘く。どういうことか。

総建麹 職鰻給与は低いレベルに奮わせるような認もあるが、職員組含との謡し含いはどうなっているのか・

総灘灘 合併蒋飼簿で譜醸する事業はどうなっているのか。

鶏　馨 交付税のよ人当たり額は各覆町村ごとに違っているが、合併後はどうなるのか。

撫繋
合餅特劔嬢で欝鹸する禦業はどうなっているのか。（未來ある松之由を俘る会の資料を見て〉

撚鍵
特椀礒・交付税は中心地だけに漢われるようで不安だ。こσ）謙明会だけでは資料不足で、とてもアンケートに答えられない。

楼墨
調整案によると十鶏町の園保税は規荘より2万円減っている。ほんとうにそれでやっていけるのか。やれるとい

う根拠を承すべきだ．

総婁
未寮ある松之由を造る会のチラシに職っていたヂ含併特弼篠！については、新市の建設讃爾に明記されていること

である．町掻はウソの記事のような譲をしてもらっては騰る。

楼鍛
法定協議会においてヂ新市建設誹爾の策定」を行い、禽併後に噺布の総奮議露の策定1を鴛うことで問違いないか。

総墨 合併特倒優で欝爾する事業で、松之山に該当するものはあるのか。

繊簸 普通交付税は合併すれば理樫の額を保証する、というふうに濁こえるがほんとうか・

擾羅 ヂ新撫将※構想」は期聞的にどこまで有効としているのか。

薬頽
協議の結果を見ると、重要案件の5年後見薩しが弊常に多い。今後たいへんなことになるのではないか。

驚繍顯 合儀浄化槽が新市の管理になった場合、使薦料は今より蕎額になるのではないか・蕩齢暫惟帯は鶴るのではないか・

浦藤簸 鏡荏まちまちの職髄総与は、蕩い方に含わせるのか。

灘驚鯵 含餅浄化槽が新市の管理になった場禽、使絹料は今より嵩額になるのではないか。

浦鰯灘
段隣的に職糞数を凝滅し、目的とする類似腿棒蛇みを目指すと今より250名も滅少する。サービスが落ちるのではないか。

濾麟滋 チラシにあったように、住民…人当たりの欝蓄額を晃ると十裁瞭市は少ない。

無奮 合鍵しても小規模災霧復簸や町単独補助事叢はできるのか。
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私たちの町の台所事情は……？

零成14集度
搬会講

撒
騰

響撫穫

織
繋

灘鵬灘羅蕪響

壁鶏難轡懇鍵
　　●労働費　●諸支出金

●欝購麟翻α5％〉一へ
　　　災害復膿す獺ほか　　　＼
○公使費　364，327千円GO7％〉
　驚の借金を退済するための費嗣

●教育費　2堀，780千円（7．崖％〉

　小中学校教青全般、公民館活動、

体育館・ゲートホ1一ル場など

　各旛設の管理運営等に要する費鶏

●消防費

肇03，3壌3千円（30％〉

　広域消防負撞金、鱗消防國費負握金、

　防災無線等に要する費絹

●土木費352，486千円（1α3％〉

覆曇灘灘鋤綴叢鐘難饗盤。＼
　　　　．商工費35a639柵姦5％〉ム

　　　　　競光イベントや箋：伝及び施設整備、スキー場・

　　　　　温泉センターの管理運営簿に閣する費承

議会費56，208千鰍僕．6％〉
議員報醐など議会運営に要する費爾

ノD　　　総務費909，蓬篭9千円（2解％〉
　　　購奮財産管理、公報発行、防犯、交通安全、税務、

　　　選挙、戸籍、里飼ブラン事業に要する費馬
滋

戻生費4傑0，674千円（葉烈％〉
陣霧福糧・埋童禰祉・老人揺後など、

介譲や保鷺筋の運営等に要する費薦地

衛生費　288，82ア千円（8．5％〉

成人病予防、予防接種、母子保健、ゴミ越理

などの燦境衛生全般等に嚢する費用

＼●農林水産業費　509，484千円（屡5“0％）

　　農業委員会、農業者年金、各種農業基盤の整備、

　　畜産振興、中寅間地薩接支払劉度、集落センターの建設、

　　造躰、治幾、躰道整欝等に要する費用

g地方交付税
i全國の地方公藁國体に対し、
ミ

i翻鯉欄源
…
…o町後
i　i焼な鱗を櫛場鉱，
l　i騨櫛齢
i　i

　　＼＼
＼　＼

＼
　　地叢交縁税
　窯，馨鱒、驚2欝禰

　　麟舗鋤

灘
一総麟

難鰯纒灘

儀襟財源

醐税22a64粍円（6β％〉
1町民税・圃定資産税・軽臼動車税・町たばこ税・入湯税など

1戸縫i鑛灘塞蓄纒“黙織．．．個．．担金
　　　　！　　．ゆ使用料及び手数料礁834千のく2．2％）

寮融鶴』堕欝灘懲製撫　，％）
　　　灘藤墨霧隷～＿、購地購設の鮒糠釧轄イ撚ど
　　欝　　　　　　　　＼　、、一〇繰入金　4（罵94千円（12％）
　　　　　　　　　　　　＼＼　　　　霞的に応じた各種基金からの繰入金
　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　ペヤ
　　　　　　　　　　　＼＼、、　、＼っ繰越金　96，395千円（2，6％）
　　　　　　　　　　　　　　、＼、、　　　莇駕度繰越金
　　　　　　　　　　ペド　　　　　　　　ペ

　　　　　　　　　　購』灘灘灘静
　　　　　　　　　　　澱
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　霞動軍重撮譲与税、地方道路譲碁税
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　＼O地方消費税交付金　26，063千円（0。7％）

　譲懐欝欝灘蔽
　　　　　　　　　　　　X　　各種事業に対して、團が支払う負握金や補勤金
　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　6票支出金　362，543千門（1α3％）
　　　　　　　　　　　　　各種事業に射して、藥が支1払う負撮金や補助金

1
創
卜
O
F

一般会計の歳出を性質別の区分で見てみると一一
○投資及び鐵資金貸付金　6，059千円（α2％）
地売企叢の育成のための貸慰金などの費飛

○積立金32，683千門〈⑳％〉
特定の臼釣のために積み立て

　られる嚢絹

●維持鯵繕豊
窪U，106帯賜（314％〉
邊路の除灘や建物などの

簿繕のための饗規

●物牲嚢
433，304デ鋒筆弓（蓬3£％）　’・

賃金や蝋嚢、需駕費、婁疑斜など

消獲的牲質の経饗の総称

人欝費　746，290モ霧く22』7％）
町叢なξ精溺職渦、議会議員、各婁員など
葬常勤特溺職、一般職員（醤割会駈で支！餓する

職貴を除く75人分）の給料等織要する費屠

公蟹費　305，372予円（913％〉
建物の建設や叢路の整鯖など．一鋳的に
多額の資金を必要とする場合に、園や余髄

機翻から借昼たお登を遮すための嚢馬

扶助費28，935モ円（α9％）
瞬や餐種濾令に基づき挟勘される方に
薄して3芝鍛される経費で、児叢拳蚤や

緩療嚢跡成などの費紹

●繰夢撫し金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遂路や建物などを建設するための経養

　　　　　●補助費篶905，989モ鰍2篇％）　　　　　　　　災害復1曄業費嫉2等8千円（α3％）
　　　　　餐種鐡熱偲合等への繍助金や負撮金

　　　　　　　　　識灘i驚織艦錘姦繍畿灘鱗鱗縦叢2総毫轟謙欄費

6億7，574万円の内訳を毘ると…
町民蓬人当たりでは22万葉千円になります。
　　（ただし葎金や国保の運営上の基金は含みません．〉

（磁鱗午謝

700，000

600，000

500，000

4QO，000

300，000

200，000

唾00，000

o

町賓施設積立基金｝30轟9等千円

嵩校生簸期海銚紐修基金

2，997干円

特定農山村地域活動支擾審業基金
5，378千円

翻 齢
　7，822万円　　｛億663万円
晦昆1人当り25、554需　　町民1人当》34，835円

醗 　　　ヌこ
一〇4ゆか珀4－oか

　1，27壌万円　　　　　　　壌2万円
町民1人鎖》　4．竃52拝…　　　　町菱蔦摩人当も｝　40約

　6鋭万角
町鎌人当琴2，224円

我
　
　
｝
）

1，8壕5万円
潤ぼ昆考人当》　5，930円
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瀦

麟
購
　
　
糞
、
蟹
　
　
繍

私たちの町の台所事情は……？

零成14集度
搬会講

撒
騰

響撫穫

織
繋

灘鵬灘羅蕪響

壁鶏難轡懇鍵
　　●労働費　●諸支出金

●欝購麟翻α5％〉一へ
　　　災害復膿す獺ほか　　　＼
○公使費　364，327千円GO7％〉
　驚の借金を退済するための費嗣

●教育費　2堀，780千円（7．崖％〉

　小中学校教青全般、公民館活動、

体育館・ゲートホ1一ル場など

　各旛設の管理運営等に要する費鶏

●消防費

肇03，3壌3千円（30％〉

　広域消防負撞金、鱗消防國費負握金、

　防災無線等に要する費絹

●土木費352，486千円（1α3％〉

覆曇灘灘鋤綴叢鐘難饗盤。＼
　　　　．商工費35a639柵姦5％〉ム

　　　　　競光イベントや箋：伝及び施設整備、スキー場・

　　　　　温泉センターの管理運営簿に閣する費承

議会費56，208千鰍僕．6％〉
議員報醐など議会運営に要する費爾

ノD　　　総務費909，蓬篭9千円（2解％〉
　　　購奮財産管理、公報発行、防犯、交通安全、税務、

　　　選挙、戸籍、里飼ブラン事業に要する費馬
滋

戻生費4傑0，674千円（葉烈％〉
陣霧福糧・埋童禰祉・老人揺後など、

介譲や保鷺筋の運営等に要する費薦地

衛生費　288，82ア千円（8．5％〉

成人病予防、予防接種、母子保健、ゴミ越理

などの燦境衛生全般等に嚢する費用

＼●農林水産業費　509，484千円（屡5“0％）

　　農業委員会、農業者年金、各種農業基盤の整備、

　　畜産振興、中寅間地薩接支払劉度、集落センターの建設、

　　造躰、治幾、躰道整欝等に要する費用

g地方交付税
i全國の地方公藁國体に対し、
ミ

i翻鯉欄源
…
…o町後
i　i焼な鱗を櫛場鉱，
l　i騨櫛齢
i　i

　　＼＼
＼　＼

＼
　　地叢交縁税
　窯，馨鱒、驚2欝禰

　　麟舗鋤

灘
一総麟

難鰯纒灘

儀襟財源

醐税22a64粍円（6β％〉
1町民税・圃定資産税・軽臼動車税・町たばこ税・入湯税など

1戸縫i鑛灘塞蓄纒“黙織．．．個．．担金
　　　　！　　．ゆ使用料及び手数料礁834千のく2．2％）

寮融鶴』堕欝灘懲製撫　，％）
　　　灘藤墨霧隷～＿、購地購設の鮒糠釧轄イ撚ど
　　欝　　　　　　　　＼　、、一〇繰入金　4（罵94千円（12％）
　　　　　　　　　　　　＼＼　　　　霞的に応じた各種基金からの繰入金
　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　ペヤ
　　　　　　　　　　　＼＼、、　、＼っ繰越金　96，395千円（2，6％）
　　　　　　　　　　　　　　、＼、、　　　莇駕度繰越金
　　　　　　　　　　ペド　　　　　　　　ペ

　　　　　　　　　　購』灘灘灘静
　　　　　　　　　　　澱
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　霞動軍重撮譲与税、地方道路譲碁税
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　＼O地方消費税交付金　26，063千円（0。7％）

　譲懐欝欝灘蔽
　　　　　　　　　　　　X　　各種事業に対して、團が支払う負握金や補勤金
　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　6票支出金　362，543千門（1α3％）
　　　　　　　　　　　　　各種事業に射して、藥が支1払う負撮金や補助金

1
創
卜
O
F

一般会計の歳出を性質別の区分で見てみると一一
○投資及び鐵資金貸付金　6，059千円（α2％）
地売企叢の育成のための貸慰金などの費飛

○積立金32，683千門〈⑳％〉
特定の臼釣のために積み立て

　られる嚢絹

●維持鯵繕豊
窪U，106帯賜（314％〉
邊路の除灘や建物などの

簿繕のための饗規

●物牲嚢
433，304デ鋒筆弓（蓬3£％）　’・

賃金や蝋嚢、需駕費、婁疑斜など

消獲的牲質の経饗の総称

人欝費　746，290モ霧く22』7％）
町叢なξ精溺職渦、議会議員、各婁員など
葬常勤特溺職、一般職員（醤割会駈で支！餓する

職貴を除く75人分）の給料等織要する費屠

公蟹費　305，372予円（913％〉
建物の建設や叢路の整鯖など．一鋳的に
多額の資金を必要とする場合に、園や余髄

機翻から借昼たお登を遮すための嚢馬

扶助費28，935モ円（α9％）
瞬や餐種濾令に基づき挟勘される方に
薄して3芝鍛される経費で、児叢拳蚤や

緩療嚢跡成などの費紹

●繰夢撫し金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遂路や建物などを建設するための経養

　　　　　●補助費篶905，989モ鰍2篇％）　　　　　　　　災害復1曄業費嫉2等8千円（α3％）
　　　　　餐種鐡熱偲合等への繍助金や負撮金

　　　　　　　　　識灘i驚織艦錘姦繍畿灘鱗鱗縦叢2総毫轟謙欄費

6億7，574万円の内訳を毘ると…
町民蓬人当たりでは22万葉千円になります。
　　（ただし葎金や国保の運営上の基金は含みません．〉

（磁鱗午謝
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4QO，000

300，000

200，000

唾00，000

o

町賓施設積立基金｝30轟9等千円

嵩校生簸期海銚紐修基金

2，997干円

特定農山村地域活動支擾審業基金
5，378千円

翻 齢
　7，822万円　　｛億663万円
晦昆1人当り25、554需　　町民1人当》34，835円

醗 　　　ヌこ
一〇4ゆか珀4－oか

　1，27壌万円　　　　　　　壌2万円
町民1人鎖》　4．竃52拝…　　　　町菱蔦摩人当も｝　40約

　6鋭万角
町鎌人当琴2，224円

我
　
　
｝
）

1，8壕5万円
潤ぼ昆考人当》　5，930円

12

y3



I
o
り
ト
O
F
I

糠蹴象諦の決孫記のよ簾なりました．
国民健康保険特溺会計（事業勘定〉灘、納〉簡易水道事業特別会計　　　　　（轍柵

歳　　　灘 歳　　　趨 歳　　　　澱 歳　　　趨

繕　　霞 鑑額 欝　　欝 釜額 籍　　麟 幾額 秘　　霞 幾額
圏厩健康保険税 80，172 保険給付費 153，884 使爾料及び手数料 77，420 簡易水道施設費 415，三59

1郵庫支患金 捻7，895 老人保健拠出金 99，026 国庫支出金 80，898 公債　費 52，944

療養給付交付金 29，94三 介護納付金 9，473 …般会計繰入金 i30，82！ その地 0
一般会猷繰入金 37，978 基金積立金 4．03夏 町　　債 172，600

その飽 23，559 その飽 21，479 その飽 10，275

計 299，545 計 287，893 計 472，0！4 計 468，三〇3

歳入歳畠差し引き残高　3，911千角歳入歳出差し引き残高　“，652千円

（単位1子円）下水道事業特則会計国民健康保険特別会計（診療漸勘定）（難，荊

歳　　　灘 歳　　　　轟 歳　　　　灘 歳　　　　鎚

税　　鶴 幾額 科　　懲 鍛額 織　　翼 総額 科　　目 登額
診療収入 133，992 総務　費 8G，229 分担金及び魚挺金 25，825 下水道事業費 72，292

…般会計繰入金 33，52！ 蹉　業　費 72，808 使期料及び手数料 44，045 公　儂　費 92，335

その飽 9，25（） 公優　費 17，986 …般会讃繰入金 82，292 その飽 o
その勉 0 町　　債 3，100

議 176，763 謝 工71，023 その飽 24，677

歳入歳畠差し引き残高　5，740千円 誹 179，939 謙 王64，627
歳入歳畠差し引き残高　5，740千円

歳入歳出差し引き残高　15，3壌2午円

（単位1千円）老人保健特別会計

負費
　2，555，700円

89，70蓬500円

　5，7ア8，150円

16，695，000円

　3，895，500円

　7，156，800円

22，050，000円

憾，087，000円

　9，3蓬8，900潤

342，995，100円

簿

雛北浦雷集落開発センター屋根会場工事請

こレベータ

し含む〉

麟

濃

歳　　　灘 歳　　　鐡

麟　　圏 登額 科　　鼠 議額
支払基金交付金 323，619 藪療諸費 467，920

圃・県支出金 玉玉6，333 その催 H，097

一般会翫繰入金 26，007

その飽 9，53王

計 475，490 讃 479，0ユ7

費
費
負
負

姻
　　　　　雛公民館（自然休養村センター〉工
　　　　　　新設工事請負費（翌鋒度繰り越し

　　　　　日松之山保畜所敷地造成工事請負

　　　　　●光間集落集会施設建設工事講負
（単位1千円）

　　　　　贋林道上鰐池線舗装工事請負費

登額　　膿集落道橋詰線改良工事講負費

21282　　顔町遵冬傭線改良工事講負費

300脅668　ロ五十子平三桶線整備工事講負費
　1，30三
　　　　　日町遂補修工事・舗装修繕工事講
　！，216

　　　　　罎松之山地区簡易水道統合工事請

　　　　　旧十沼町地域広域事務緯合負撞金
324，467　　（ギ森の学校」キョロロ建設等〉

　　　　　　　（　　　　　　　※里創プラン整備事業は十臼町広
　　　　　　　　ここでは建設費などのハード面

欝〉　睡鞭
鴛器礁礁擁
　　　　　　　　　　　醗，騨　　難讐　

歳入歳出差し引き残蕩　▲3，527千円

介護保険特別会計

　　　　4筆書，OOO，000円※

講議臨暴蕊）

i歳　　　戴 歳　　　鵡

犠　　麟 叢額 麟　　鷺 登額
保険料 唄．玉45 総務費 21，282

園・県支出金 120，999 保険給樗費 300，668

支払基金交付金 10玉，242 財政安定化基金麺出金 1，30三

一般会計繰入金 60，089 その他 ！，216

町　優 6，000

その飽 338

謙 329，8工3 計 324，467

歳入歳撫差し引き残高　5，346千円

　
麟
　
　
講
懸

梅
禽

轟
麩
譲
灘
軸

居宅介護サービス事業特別会計

歳　　　灘 歳　　　鑛

繋　　欝 登額・ 欝
． 圏 甕懸額

サービス収入 28，508 総　務　費 28，647

その勉 856 その他 0
誹 29，364 欝 28，647

歳入歳出差し弓1き残高　7葉7千円

ア4

　6月暑でお知らせしましたが、安塚局管内の薦外・市内電誕番暑の変更8が
　近づいてきました。みなさまもう一度ご確認ください。

平成16年2月稲日（水）午前2時より

安塚局管内　の圃講が変わります

、≦
＿一臨

撫外属番 欝内局番 個入番薄

　　02i5
｝

596 ※※×※

025 597 ××××

聴　　025 592 ××××

　　025雛
594 ××××

025 599 ××××

ゆ

驚獄名 策外局番 欝納局番 傭蒸番弩

蓑松i建幽磁 02窓59 6 ※※※×

松代町 02559 7 ××××

安塚町 02559 2 ××××

大島村 02559 4 ××××

浦川原村 02559 9 ××××
　　　　　　くケタづらし方式によるので、全体の番霧は今までと変わりません〉

★市外（5町粒外）からお宅にかけるときは、今までどおり全部の数字をダイヤルします。

★近所や露内及び5購村内にかけるときは、市内局番が3桁になります。

となります。

懸たとえぱお宅から役場に電謡をかける場合は？

今は蔓　　ですが麟》変更後は

欝灘難灘懸難雛羅難灘欝購懸嚢

野
鼎
だ
よ
り

●
「
シ

松
之
出
町
野
鳥
愛
護
会

シ
メ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広
く
分
獅
し
て
い
る
鳥

で
、
籔
本
で
は
冬
鳥
と
し
て
矩
ら
れ
て
い
る
。
私
が
こ
の
鳥
を
初
め
て

見
た
の
は
、
窟
都
御
所
に
友
人
と
探
鳥
会
に
行
っ
た
と
き
で
、
ず
い
ぶ

ん
犀
い
く
ち
ば
し
を
し
て
い
る
な
あ
と
思
っ
た
も
の
だ
。
も
っ
と
も
こ

の
漂
い
く
ち
ば
し
の
お
か
げ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
人
気
の
腐
い
鳥
だ

と
聞
く
。

　
シ
メ
は
私
の
実
家
に
父
が
設
置
し
て
い
る
鳥
の
エ
サ
台
に
も
よ
く
訪

れ
る
。
じ
っ
と
し
て
い
る
姿
は
い
か
に
も
怖
そ
う
だ
が
、
大
き
な
く
ち

ば
し
で
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
霧
罵
に
翻
5
て
次
々
と
食
べ
て
い
る
様
子
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な
か
な
か
愛
嬌
が
あ
る
。
シ
メ
が
去
っ
た
後
、
エ
サ
台
の
下
は
ヒ
マ
ワ

リ
の
種
の
殻
だ
ら
け
に
な
る
。
き
れ
い
に
翻
ら
れ
て
い
る
の
で
、
偬
の

灘
鳥
の
食
べ
讐
緩
髪
疑
薯
る
と
父
が
教
え
て
く
楚
．
冬
の

灘灘難灘灘灘灘灘灘
闘
は
｝
羽
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

樹
上
や
地
上
で
植
物
の
種
を
禽
べ
る
。
春
渡

り
の
時
期
に
な
る
と
集
ま
っ
て
、
小
群
に
な

り
北
上
す
る
。
松
之
由
で
初
め
て
冬
を
避
え

る
今
年
、
い
つ
シ
メ
に
会
え
る
か
な
と
楽
し

み
に
し
て
い
る
．
　
ハ
文
責
　
畑
磁
　
彩
）

醗
今
月
の
定
側
探
鳥
金

▽
鷺
時
慮
月
禦
鷺
（
土
）

　
　
　
　
午
賄
8
時
30
分
～
n
時
30
分
ま
で

▼
探
鳥
地
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
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※
寒
く
な
り
ま
し
た
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暖
か
い
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お
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く
だ
さ
い
．
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糠蹴象諦の決孫記のよ簾なりました．
国民健康保険特溺会計（事業勘定〉灘、納〉簡易水道事業特別会計　　　　　（轍柵

歳　　　灘 歳　　　趨 歳　　　　澱 歳　　　趨

繕　　霞 鑑額 欝　　欝 釜額 籍　　麟 幾額 秘　　霞 幾額
圏厩健康保険税 80，172 保険給付費 153，884 使爾料及び手数料 77，420 簡易水道施設費 415，三59

1郵庫支患金 捻7，895 老人保健拠出金 99，026 国庫支出金 80，898 公債　費 52，944

療養給付交付金 29，94三 介護納付金 9，473 …般会計繰入金 i30，82！ その地 0
一般会猷繰入金 37，978 基金積立金 4．03夏 町　　債 172，600

その飽 23，559 その飽 21，479 その飽 10，275

計 299，545 計 287，893 計 472，0！4 計 468，三〇3

歳入歳畠差し引き残高　3，911千角歳入歳出差し引き残高　“，652千円

（単位1子円）下水道事業特則会計国民健康保険特別会計（診療漸勘定）（難，荊

歳　　　灘 歳　　　　轟 歳　　　　灘 歳　　　　鎚

税　　鶴 幾額 科　　懲 鍛額 織　　翼 総額 科　　目 登額
診療収入 133，992 総務　費 8G，229 分担金及び魚挺金 25，825 下水道事業費 72，292

…般会計繰入金 33，52！ 蹉　業　費 72，808 使期料及び手数料 44，045 公　儂　費 92，335

その飽 9，25（） 公優　費 17，986 …般会讃繰入金 82，292 その飽 o
その勉 0 町　　債 3，100

議 176，763 謝 工71，023 その飽 24，677

歳入歳畠差し引き残高　5，740千円 誹 179，939 謙 王64，627
歳入歳畠差し引き残高　5，740千円

歳入歳出差し引き残高　15，3壌2午円

（単位1千円）老人保健特別会計

負費
　2，555，700円

89，70蓬500円

　5，7ア8，150円

16，695，000円

　3，895，500円

　7，156，800円

22，050，000円

憾，087，000円

　9，3蓬8，900潤

342，995，100円

簿

雛北浦雷集落開発センター屋根会場工事請

こレベータ

し含む〉

麟

濃

歳　　　灘 歳　　　鐡

麟　　圏 登額 科　　鼠 議額
支払基金交付金 323，619 藪療諸費 467，920

圃・県支出金 玉玉6，333 その催 H，097

一般会翫繰入金 26，007

その飽 9，53王

計 475，490 讃 479，0ユ7

費
費
負
負

姻
　　　　　雛公民館（自然休養村センター〉工
　　　　　　新設工事請負費（翌鋒度繰り越し

　　　　　日松之山保畜所敷地造成工事請負

　　　　　●光間集落集会施設建設工事講負
（単位1千円）

　　　　　贋林道上鰐池線舗装工事請負費

登額　　膿集落道橋詰線改良工事講負費

21282　　顔町遵冬傭線改良工事講負費

300脅668　ロ五十子平三桶線整備工事講負費
　1，30三
　　　　　日町遂補修工事・舗装修繕工事講
　！，216

　　　　　罎松之山地区簡易水道統合工事請

　　　　　旧十沼町地域広域事務緯合負撞金
324，467　　（ギ森の学校」キョロロ建設等〉

　　　　　　　（　　　　　　　※里創プラン整備事業は十臼町広
　　　　　　　　ここでは建設費などのハード面

欝〉　睡鞭
鴛器礁礁擁
　　　　　　　　　　　醗，騨　　難讐　

歳入歳出差し引き残蕩　▲3，527千円

介護保険特別会計

　　　　4筆書，OOO，000円※

講議臨暴蕊）

i歳　　　戴 歳　　　鵡

犠　　麟 叢額 麟　　鷺 登額
保険料 唄．玉45 総務費 21，282

園・県支出金 120，999 保険給樗費 300，668

支払基金交付金 10玉，242 財政安定化基金麺出金 1，30三

一般会計繰入金 60，089 その他 ！，216

町　優 6，000

その飽 338

謙 329，8工3 計 324，467

歳入歳撫差し引き残高　5，346千円

　
麟
　
　
講
懸

梅
禽

轟
麩
譲
灘
軸

居宅介護サービス事業特別会計

歳　　　灘 歳　　　鑛

繋　　欝 登額・ 欝
． 圏 甕懸額

サービス収入 28，508 総　務　費 28，647

その勉 856 その他 0
誹 29，364 欝 28，647

歳入歳出差し弓1き残高　7葉7千円

ア4

　6月暑でお知らせしましたが、安塚局管内の薦外・市内電誕番暑の変更8が
　近づいてきました。みなさまもう一度ご確認ください。

平成16年2月稲日（水）午前2時より

安塚局管内　の圃講が変わります

、≦
＿一臨

撫外属番 欝内局番 個入番薄

　　02i5
｝

596 ※※×※

025 597 ××××

聴　　025 592 ××××

　　025雛
594 ××××

025 599 ××××

ゆ

驚獄名 策外局番 欝納局番 傭蒸番弩

蓑松i建幽磁 02窓59 6 ※※※×

松代町 02559 7 ××××

安塚町 02559 2 ××××

大島村 02559 4 ××××

浦川原村 02559 9 ××××
　　　　　　くケタづらし方式によるので、全体の番霧は今までと変わりません〉

★市外（5町粒外）からお宅にかけるときは、今までどおり全部の数字をダイヤルします。

★近所や露内及び5購村内にかけるときは、市内局番が3桁になります。

となります。

懸たとえぱお宅から役場に電謡をかける場合は？

今は蔓　　ですが麟》変更後は

欝灘難灘懸難雛羅難灘欝購懸嚢

野
鼎
だ
よ
り

●
「
シ

松
之
出
町
野
鳥
愛
護
会

シ
メ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広
く
分
獅
し
て
い
る
鳥

で
、
籔
本
で
は
冬
鳥
と
し
て
矩
ら
れ
て
い
る
。
私
が
こ
の
鳥
を
初
め
て

見
た
の
は
、
窟
都
御
所
に
友
人
と
探
鳥
会
に
行
っ
た
と
き
で
、
ず
い
ぶ

ん
犀
い
く
ち
ば
し
を
し
て
い
る
な
あ
と
思
っ
た
も
の
だ
。
も
っ
と
も
こ

の
漂
い
く
ち
ば
し
の
お
か
げ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
人
気
の
腐
い
鳥
だ

と
聞
く
。

　
シ
メ
は
私
の
実
家
に
父
が
設
置
し
て
い
る
鳥
の
エ
サ
台
に
も
よ
く
訪

れ
る
。
じ
っ
と
し
て
い
る
姿
は
い
か
に
も
怖
そ
う
だ
が
、
大
き
な
く
ち

ば
し
で
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
霧
罵
に
翻
5
て
次
々
と
食
べ
て
い
る
様
子
は

な
か
な
か
愛
嬌
が
あ
る
。
シ
メ
が
去
っ
た
後
、
エ
サ
台
の
下
は
ヒ
マ
ワ

リ
の
種
の
殻
だ
ら
け
に
な
る
。
き
れ
い
に
翻
ら
れ
て
い
る
の
で
、
偬
の

灘
鳥
の
食
べ
讐
緩
髪
疑
薯
る
と
父
が
教
え
て
く
楚
．
冬
の

灘灘難灘灘灘灘灘灘
闘
は
｝
羽
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

樹
上
や
地
上
で
植
物
の
種
を
禽
べ
る
。
春
渡

り
の
時
期
に
な
る
と
集
ま
っ
て
、
小
群
に
な

り
北
上
す
る
。
松
之
由
で
初
め
て
冬
を
避
え

る
今
年
、
い
つ
シ
メ
に
会
え
る
か
な
と
楽
し

み
に
し
て
い
る
．
　
ハ
文
責
　
畑
磁
　
彩
）

醗
今
月
の
定
側
探
鳥
金

▽
鷺
時
慮
月
禦
鷺
（
土
）

　
　
　
　
午
賄
8
時
30
分
～
n
時
30
分
ま
で

▼
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鳥
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ー
ド
ピ
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寒
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な
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か
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．
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1
寸
卜
O
F

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
速
報

5
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
の
長
期
財
政
の
見
通
し
（
案
）
を
公
表

後
（
32
年
度
）
の
歳
入
歳
患
を
比
較
し
ま
し
た
。
な

お
職
員
数
は
掲
年
後
を
適
正
人
数
の
鶴
標
と
し
、
類

似
醸
体
よ
り
66
人
多
い
4
4
7
人
で
設
定
し
て
あ
り

ま
す
。

∫6

第
総
回
協
議
会
を
も
う
で

実
質
的
な
審
議
を
終
了

　
今
黛
ー
月
欝
日
に
結
成
さ
れ
た
十
8
跡
広
域
圏
合
併
任
慧
協
議
会

は
、
η
月
扮
臼
に
中
璽
村
総
合
セ
ン
タ
…
で
開
催
さ
れ
た
第
稔
回
羅

の
協
議
会
を
も
っ
て
実
質
的
な
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
．
各
市
町
村

で
は
、
平
成
総
鐸
僅
月
な
い
し
2
月
の
設
置
を
目
標
と
す
る
法
定
協

議
会
に
参
加
す
る
か
否
か
の
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

緩

懸新
市
建
設
計
画
（
素
案
）
が

答
申
さ
れ
る

　
「
新
市
建
設
計
爾
（
素
案
ご

策
定
の
諮
問
を
受
け
て
い
た
瓢

市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
の
轟

津
委
麟
長
か
ら
、
山
本
会
長
に

対
し
て
答
串
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
」
0
月
絡
β
の
第
！
0
躍
協
議

会
で
の
事
煎
説
明
と
慧
見
交
換

の
場
で
出
た
意
見
を
反
映
し
、

さ
ら
に
検
認
を
撫
え
た
答
申
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
市
建
設
欝
爾
（
素
案
）

は
今
後
法
定
協
議
会
で
鉦
式
に

決
定
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
の
事

業
の
実
施
計
懸
に
つ
い
て
は
新

市
に
移
行
後
改
め
て
策
定
さ
れ

る
「
新
霧
総
合
計
瀬
篇
に
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

鶴十　出
本
会
長
に
答
串
書
を
手
渡
す

　
高
津
委
曼
長
（
右
）

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
箏
務
事
業
調
整
の
内
容
と
蒋

来
予
想
さ
れ
る
諸
条
件
を
撫
味
し
た
、
合
併
後
の
財

政
見
通
し
（
案
）
が
報
禽
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

合
併
初
年
度
（
π
年
慶
）
、
鎗
年
後
（
2
6
年
度
V
、
絡
年

地方税

譲与税等

普通地方交付税

特溺地方交付税

国嬢支繊金

繰入金

繰越金

地方儀

その弛収入

㊥壷、壷…一＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53，5協人　　　　　　～一⑫

　　　　　　　　鯵～、＿、～．、一　　　　離綱　　 48・830人
　　　　　　　7君人　　　　　¶鼎～噛一＼、　　　　　　　　　　　　　樺成32鋤
　　　　　　　（轍購｝　　　ぐ認張〉＼～、…駆＿＿．＿

　　400　（暴位億窮〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　536人　　　　～㌦馬一～⑫

、耳幽』顧鞠』繭臨畿

20Q

嘩QO

平成32年0
平成26鋒単成馨7奪平成潅4鐸

ヰのの　　　く　　ニ　しのラ

雌齢幽暑嚢匙藤難繋

1懸1饗騨耀墜欝迄盤レ
　　　　　　82　　　　　　　齢　　　　　　　薦　　　　　　　　魏　　　　　　投資的経費

　（）

　　　　　平磁轟　　平泌碑　　平成2礁　　轍3簿
注｝この轍シミュレ槽ヨ琳郷の噸錦分を熱ていま戴っ赴下縫聯の麟会織鋤鰻ま館楓’謀甑

新
市
の
名
称
案
選
定
に
議
論
が
集
中

会
長
の
斡
旋
案
で
よ
う
や
く
収
拾

　
新
市
の
嶺
称
案
に
つ
い
て
は
、

9
月
鍛
欝
か
ら
m
月
2
6
繕
に
か

け
て
一
般
公
墓
さ
れ
た
9
5
0

種
類
の
中
か
ら
5
案
程
度
を
選

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
翻
そ
の
作
業
を
委
嘱
さ
れ
た

籍
市
の
名
称
案
選
建
小
委
興
会

委
員
長
・
関
谷
松
代
瞬
長
か
ら
、

委
興
会
が
選
定
し
た
5
案
の
報

皆
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
案
に
は
次
の
よ
う
な
多
く
の

慧
見
が
出
さ
れ
協
議
会
と
し
て

の
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
全
鍛

灘名称案選窺小襲轟会が選驚した蔭察（5曙順）

一
致
で
案
を
決
定
し
た
い
と
す

る
由
塞
会
長
の
方
鋳
ど
お
り
に

行
か
な
い
雰
甥
気
と
な
り
ま
し
た
。

議
論
の
結
果
、
選
定
小
委
麟
会

が
承
し
た
5
案
に
囑
美
鞍
湊
賄

を
付
け
撫
え
、
6
案
と
す
る
山

本
会
長
の
斡
旋
案
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
．

　
合
磁
し
た
場
盆
の
新
市
の
蕉

式
名
称
は
、
こ
の
6
案
の
中
か

ら
法
定
協
議
会
で
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

鍋

初
回
議
員
釦
人
の
選
挙
区
配
分
定
数
の

決
着
な
ら
ず
鰻
法
定
協
議
会
に
持
ち
越
し

　
合
鎌
後
の
L
囲
嬢
の
新
市
の

議
簸
は
定
数
を
4
0
人
と
し
、
鍛

市
町
赦
単
位
を
選
挙
区
と
す
る

選
挙
区
選
挙
で
選
患
す
る
こ
と

が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
各
選
挙
区
へ
の
議
員
数
の

配
分
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
に

つ
い
て
は
「
議
．
輿
の
選
挙
区
の

定
数
に
関
す
る
小
委
鰻
会
恥
に

委
嘱
さ
れ
、
基
準
と
な
る
人
口
・

境
奮
の
議
翼
数
等
を
参
驚
に
、

こ
れ
ま
で
3
醸
に
わ
た
り
協
議

越後妻有市 （えちごつまりし）

奥越後市 （おくえちこし）

新十目町市 （しんとおか豪ちし〉

妻有野市 （つまりのし〉

十闘町市 （とおかまちし〉

灘今難の協議会で燃趨憲れた犠i称案

（みゆきし）雪市美
※以上の6名称案で決定しました．なお袈承はすべてf漢寧」です。

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
議
愚
圭
入
蚤
た
り
の
人

臓
比
を
主
張
す
る
牽
貝
時
海
議

会
と
、
1
鐡
限
り
の
如
人
定
数

の
選
挙
獲
選
挙
を
採
用
し
た
意

昧
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
の

手
懸
い
醗
分
を
要
請
す
る
4
町

粒
議
会
と
の
意
見
調
整
が
含
慧

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結

論
は
今
後
の
法
定
協
議
会
に
持

ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

法
定
協
議
会
設
立
日
程
等
に
つ
い
て

一
部
修
正
案
を
確
認

　
当
初
案
で
は
各
市
町
村
と
も

捻
月
議
会
に
諮
り
、
竪
成
絡
年

1
月
1
田
の
設
立
を
目
指
す
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大

橘
な
議
員
改
選
が
あ
っ
た
中
竪

村
の
山
本
村
長
か
ら
、
議
会
と

の
語
し
舎
い
の
時
間
が
欲
し
い

と
い
う
要
講
が
あ
り
、
「
平
成
絡

年
！
月
な
い
し
2
月
を
設
罎
縢

標
と
し
、
議
会
に
諮
る
蒔
期
に

つ
い
て
は
5
市
町
樗
長
で
協
議

す
る
幅
と
い
う
内
裕
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
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1
寸
卜
O
F

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
速
報

5
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
の
長
期
財
政
の
見
通
し
（
案
）
を
公
表

後
（
32
年
度
）
の
歳
入
歳
患
を
比
較
し
ま
し
た
。
な

お
職
員
数
は
掲
年
後
を
適
正
人
数
の
鶴
標
と
し
、
類

似
醸
体
よ
り
66
人
多
い
4
4
7
人
で
設
定
し
て
あ
り

ま
す
。

∫6

第
総
回
協
議
会
を
も
う
で

実
質
的
な
審
議
を
終
了

　
今
黛
ー
月
欝
日
に
結
成
さ
れ
た
十
8
跡
広
域
圏
合
併
任
慧
協
議
会

は
、
η
月
扮
臼
に
中
璽
村
総
合
セ
ン
タ
…
で
開
催
さ
れ
た
第
稔
回
羅

の
協
議
会
を
も
っ
て
実
質
的
な
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
．
各
市
町
村

で
は
、
平
成
総
鐸
僅
月
な
い
し
2
月
の
設
置
を
目
標
と
す
る
法
定
協

議
会
に
参
加
す
る
か
否
か
の
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

緩

懸新
市
建
設
計
画
（
素
案
）
が

答
申
さ
れ
る

　
「
新
市
建
設
計
爾
（
素
案
ご

策
定
の
諮
問
を
受
け
て
い
た
瓢

市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
の
轟

津
委
麟
長
か
ら
、
山
本
会
長
に

対
し
て
答
串
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
」
0
月
絡
β
の
第
！
0
躍
協
議

会
で
の
事
煎
説
明
と
慧
見
交
換

の
場
で
出
た
意
見
を
反
映
し
、

さ
ら
に
検
認
を
撫
え
た
答
申
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
市
建
設
欝
爾
（
素
案
）

は
今
後
法
定
協
議
会
で
鉦
式
に

決
定
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
の
事

業
の
実
施
計
懸
に
つ
い
て
は
新

市
に
移
行
後
改
め
て
策
定
さ
れ

る
「
新
霧
総
合
計
瀬
篇
に
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

鶴十　出
本
会
長
に
答
串
書
を
手
渡
す

　
高
津
委
曼
長
（
右
）

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
箏
務
事
業
調
整
の
内
容
と
蒋

来
予
想
さ
れ
る
諸
条
件
を
撫
味
し
た
、
合
併
後
の
財

政
見
通
し
（
案
）
が
報
禽
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

合
併
初
年
度
（
π
年
慶
）
、
鎗
年
後
（
2
6
年
度
V
、
絡
年

地方税

譲与税等

普通地方交付税

特溺地方交付税

国嬢支繊金

繰入金

繰越金

地方儀

その弛収入

㊥壷、壷…一＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53，5協人　　　　　　～一⑫

　　　　　　　　鯵～、＿、～．、一　　　　離綱　　 48・830人
　　　　　　　7君人　　　　　¶鼎～噛一＼、　　　　　　　　　　　　　樺成32鋤
　　　　　　　（轍購｝　　　ぐ認張〉＼～、…駆＿＿．＿

　　400　（暴位億窮〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　536人　　　　～㌦馬一～⑫

、耳幽』顧鞠』繭臨畿

20Q

嘩QO

平成32年0
平成26鋒単成馨7奪平成潅4鐸

ヰのの　　　く　　ニ　しのラ

雌齢幽暑嚢匙藤難繋

1懸1饗騨耀墜欝迄盤レ
　　　　　　82　　　　　　　齢　　　　　　　薦　　　　　　　　魏　　　　　　投資的経費

　（）

　　　　　平磁轟　　平泌碑　　平成2礁　　轍3簿
注｝この轍シミュレ槽ヨ琳郷の噸錦分を熱ていま戴っ赴下縫聯の麟会織鋤鰻ま館楓’謀甑

新
市
の
名
称
案
選
定
に
議
論
が
集
中

会
長
の
斡
旋
案
で
よ
う
や
く
収
拾

　
新
市
の
嶺
称
案
に
つ
い
て
は
、

9
月
鍛
欝
か
ら
m
月
2
6
繕
に
か

け
て
一
般
公
墓
さ
れ
た
9
5
0

種
類
の
中
か
ら
5
案
程
度
を
選

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
翻
そ
の
作
業
を
委
嘱
さ
れ
た

籍
市
の
名
称
案
選
建
小
委
興
会

委
員
長
・
関
谷
松
代
瞬
長
か
ら
、

委
興
会
が
選
定
し
た
5
案
の
報

皆
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
案
に
は
次
の
よ
う
な
多
く
の

慧
見
が
出
さ
れ
協
議
会
と
し
て

の
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
全
鍛

灘名称案選窺小襲轟会が選驚した蔭察（5曙順）

一
致
で
案
を
決
定
し
た
い
と
す

る
由
塞
会
長
の
方
鋳
ど
お
り
に

行
か
な
い
雰
甥
気
と
な
り
ま
し
た
。

議
論
の
結
果
、
選
定
小
委
麟
会

が
承
し
た
5
案
に
囑
美
鞍
湊
賄

を
付
け
撫
え
、
6
案
と
す
る
山

本
会
長
の
斡
旋
案
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
．

　
合
磁
し
た
場
盆
の
新
市
の
蕉

式
名
称
は
、
こ
の
6
案
の
中
か

ら
法
定
協
議
会
で
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

鍋

初
回
議
員
釦
人
の
選
挙
区
配
分
定
数
の

決
着
な
ら
ず
鰻
法
定
協
議
会
に
持
ち
越
し

　
合
鎌
後
の
L
囲
嬢
の
新
市
の

議
簸
は
定
数
を
4
0
人
と
し
、
鍛

市
町
赦
単
位
を
選
挙
区
と
す
る

選
挙
区
選
挙
で
選
患
す
る
こ
と

が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
各
選
挙
区
へ
の
議
員
数
の

配
分
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
に

つ
い
て
は
「
議
．
輿
の
選
挙
区
の

定
数
に
関
す
る
小
委
鰻
会
恥
に

委
嘱
さ
れ
、
基
準
と
な
る
人
口
・

境
奮
の
議
翼
数
等
を
参
驚
に
、

こ
れ
ま
で
3
醸
に
わ
た
り
協
議

越後妻有市 （えちごつまりし）

奥越後市 （おくえちこし）

新十目町市 （しんとおか豪ちし〉

妻有野市 （つまりのし〉

十闘町市 （とおかまちし〉

灘今難の協議会で燃趨憲れた犠i称案

（みゆきし）雪市美
※以上の6名称案で決定しました．なお袈承はすべてf漢寧」です。

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
議
愚
圭
入
蚤
た
り
の
人

臓
比
を
主
張
す
る
牽
貝
時
海
議

会
と
、
1
鐡
限
り
の
如
人
定
数

の
選
挙
獲
選
挙
を
採
用
し
た
意

昧
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
の

手
懸
い
醗
分
を
要
請
す
る
4
町

粒
議
会
と
の
意
見
調
整
が
含
慧

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結

論
は
今
後
の
法
定
協
議
会
に
持

ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

法
定
協
議
会
設
立
日
程
等
に
つ
い
て

一
部
修
正
案
を
確
認

　
当
初
案
で
は
各
市
町
村
と
も

捻
月
議
会
に
諮
り
、
竪
成
絡
年

1
月
1
田
の
設
立
を
目
指
す
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大

橘
な
議
員
改
選
が
あ
っ
た
中
竪

村
の
山
本
村
長
か
ら
、
議
会
と

の
語
し
舎
い
の
時
間
が
欲
し
い

と
い
う
要
講
が
あ
り
、
「
平
成
絡

年
！
月
な
い
し
2
月
を
設
罎
縢

標
と
し
、
議
会
に
諮
る
蒔
期
に

つ
い
て
は
5
市
町
樗
長
で
協
議

す
る
幅
と
い
う
内
裕
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
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聾
関
係

優
続
芸
能

■田辺　　誠議員【松之山の除雲について】

　町では冬になると通学路が霧で覆われてしまい、箪

などにクラクションを鴨らされながらも、危ないこと

は承短で庫道を歩かざるをえないことがあります。幸

い事故は起きていませんが、これから先も事故が趨き

ないように、蟹が降ったら歩道は癒溺除霧することを

お願いします．

　◇関連質問：轡山箪太議員

　クロカンコースにピステの導入をお願いしたい。

籔樋欝玲奈議籔【松之嫡の伝搬能についコ

　町の伝統芸能として編広い濡動を続けている上州手

歌舞伎ですが、後継餐不建が悩みと闘いています。そ

こで私はこれを町の保存会とし、多くの町民がかかわっ

ていけるようにしたらよいのではと思います。そして

歌舞伎の活動の輪を広げることで、全国への町のP貧

にもつながっていくと憩、います。

翻’野塚繍韻㈱晦業につも’て1獲
　魚沼産米に1も弓iけを取らない味の松之山1来が脊名にな

らないのは、ここに住むものとしてはとても侮しいこと

です．ブラン隊として飽県に販売猟ば儲になり・業

多くの人に松之山の名購を覚えてもらえると思います。

また松之患の地形や気候を盗かした果物や、難しいとは

思いますが標腐を盤かした蔵康野菜など、松之由の特魚

を出せる俸物を栽培することも農いことと思います。

躰鹸購麟之㈱国麟こついd国
て霧黙峯纏慧喜憲響ま手惣建騰岱態際

の文化とのふれあいも糊だと思います・たとえば鵬交

交瀬のダニエルさんを通楓晒1騨盤とア刈流
力の岡撤代の人たちとの交流などいいのではないでしょ

うか。そして単なる交流で終わらず、入閥的にも喪い関

わりを持つことで文化の違いを超えたほんとうの理解が

生まれるのだと思います、そしてそれはきっと町の文化
の
．
発 展にもつながることと思います。

橿『訟鷺欝韓鶉難鑑継譲ぞ麗畷齪しタ騨で委ま仕事，，多様イヒしてきた．となどから、椛醗

　　　を行う機会が少なくなってきています．跨内でうつ病にかかっている人は、減ってきてはいるもののまだ100入を超

祉える鞭ま裾のままだ脚ように壇鵬る轍があると思いますがどのよう鵬えですか・猟保健
　　　センターでは月2國のほのぼの教室を行っていますが、最近は本来利駕することのできない不老閣に通っているお奪

　　　寄りも受けざるをえない状況だと闘きました．翻数を塔やせない理状では、こういったお年寄りが堪えてくると本来

　　　㈱鯖が利駅きない事になってしまいます．そこで保健センタ礎けではなく不翻やイ木養縦ン外でやって

　　　みたむ、専矯のバスを飛慧し松墨や浦懸の方も利期できる方法をやってみたらいかがでしょうか。

　　　　◇関遵質騰＝設楽裕子議黄

　　　　町の少子化や保膏断の統合について考えを闘かせて欲しい。

　　　　少子化対策として、補助金や滅税などの翻度を設けたらどうか。

懸
丸
・
繊
一
仁
議
ぴ
唖
輿
【
布
騎
杓
食
併
に
つ
い
て
】

　
町
長
は
町
艮
の
意
梅
を
蓉
重
し
、
3
つ
の
選
択
肢
の
中
か
ら
決
定

す
る
と
書
っ
て
い
ま
す
。
十
臼
竃
錘
慧
協
議
会
で
は
、
新
市
の
名
飼

を
寡
集
す
る
な
ど
か
な
り
煮
諾
ま
っ
た
協
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

津
南
町
と
の
2
町
合
併
や
霞
律
に
関
し
て
は
全
く
と
書
つ
て
い
い
ほ

ど
情
報
が
流
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
す
で
に
町
鼠
に
は
慧
肉
調

奄
の
ア
ン
ケ
茎
ト
が
醗
布
さ
れ
3
パ
タ
ー
ン
の
資
料
も
灘
ら
れ
ま
し

た
が
、
十
疑
町
広
域
の
惰
報
と
比
べ
、
明
ら
か
に
遅
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
資
料
が
少
な

く
判
漸
で
き
な
い
・
わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
も
の
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
す
で
に
牽
沼
町
広
域
で
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
驚
え
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
、
そ
ん
な
中
で
の
ア
ン
ケ
…
ト
は
、
3
つ

の
選
択
肢
が
紺
等
に
搬
わ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
偏
っ
た

惰
報
し
か
漉
さ
な
か
っ
た
の
か
お
答
え
下
さ
い
．

　
次
に
町
長
は
以
離
か
ら
町
撮
の
慧
蒲
を
講
萱
す
る
手
段
と
し
て
住

罠
投
票
は
行
わ
な
い
と
明
欝
し
、
実
際
今
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
町
長
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
往
昆
投
票
を
擾
む
理
由
を
お
懸

か
せ
下
さ
い
．

　
簸
後
に
合
餅
の
朗
欝
に
つ
い
て
で
す
。
津
南
町
で
伺
っ
た
語
の
串

で
、
町
の
未
来
を
左
窟
す
る
婁
要
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

特
例
法
期
限
の
平
成
貨
年
3
月
ま
で
に
決
噺
す
る
と
い
う
の
は
単
す

ぎ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
金
磁
協
議
会
か
ら
離
脱
す
る
衛
町
村

も
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
闘
き
し
ま
し
た
、
も
し
含
併
す
る

と
い
う
建
毘
判
噺
が
出
た
と
し
て
も
、
こ
の
朔
β
に
と
ら
わ
れ
ず
町

の
未
来
を
じ
っ
く
り
論
議
す
る
彰

え
も
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

期
隈
に
せ
か
さ
れ
て
の
含
併
で
、

後
々
後
悔
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶

対
に
避
け
る
べ
き
で
す
、

　
◇
闘
連
質
問
“
本
由
志
織
議
蟄

　
　
津
南
町
と
の
倉
勝
に
係
る
資

　
　
料
を
公
闘
し
て
欲
し
い
。

　
　
奮
餅
と
虜
律
に
つ
い
て
、
町

　
　
長
宙
身
の
考
え
を
闘
か
せ
て

　
　
も
ら
い
た
い
。

雛
簸
樹
合
併
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観
難
関
連

簸
営
パ
ス

■小林疋知議員舩之山温泉の騒にっいて肇
　濫泉湯量の減少は町にとって深刻な問題です。岡じ問題を抱えている豊浦時

の薄岡温泉では霞噴では舛応できなくなり、凋葎はポンプでくみ上げる方法に

変え、泉源を枯らさないよう綱限対策を講じていると開きました。湯量確保の

対策としては紙しい井芦を掘削する方法と揚湯承ンプを設置する方法がありま

すが、掘灘しても湯が鐵ない場合や勉の井戸に影響を与える可能牲も沓定でき

ません．いずれも多額の費馬がかかることですが、町ではどのように取り維も

うとしているのでしょうか。

　◇関連質悶：樋口和之議員

　松之山温象の衆源を櫓らさないように、うまく利罵して欲しい。

繕佐藤　翠議員【松之山温泉のこれからにっいて】

　松之山潟泉は確かにすばらしい温泉ですが、欝本三大薬湯の一つであること

を勉の県の人々は短っているのでしょうか。たとえば草津温泉では主に関東圏

に陶けて雑誌、新闘等で大きく宣伝濡動をやっています。規模的には大きく違

いますが、松之由温泉でももっとたくさんの広報活動をすれば多くの方に知られ、

観光客も増触すると思います。

　◇関連質燭＝村山由頒議員

　松之由濾泉が頃本三大薬湯5であることをもっとアピールすべきである。

■商橋健伍議員【松之由購の観光業について】

松之山を訪れる観光客数は勲鋤醜ていますが・温泉旅食餉宿泊創嫉念

ながら滅少しています。またスキー場も平成5年のピーク時に比べ、三4年実績

で3万人も減少しています。バブル崩壊以降全灘的に厳しい状溌ですが、温泉

スキー場の…部をグレステンスキー場として夏場も営業すること、さらにリフ

トの蕎速化を行えば囎季を通した温泉旅館利胴客の増撫が見込めると思います。

町でカを入れているアルペンジュニア寳成にも慧義はあると思います。

鷺濤i橋雅子・議員【大地の芸術祭と観光客について萎
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場
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場
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7
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目
と
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る
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校
3
隼
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に
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催
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れ
、
町
長
以
下
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行
部
が
全
員
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席
し
、
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連
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問
を
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20
名
の
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が
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を
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。
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、
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。
今
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と
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。
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が
町
に
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え
た
か
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た
こ
と

2囎の舗祭瞬醐を姻る多くの人力｛訪れ、ア弾作脇儲数で鰍勲が地髄での幡と納ました護の
駿か駄成鵬終わったと謙ます．しかしイベント郷勧覗ると撒斑了よ砂な嚇果でした訟代町の取り組み
方を調べると、綱かいばろに鉄したとても即宣伝のや肪をやっていました訟加驚もちろ櫨伝はしましたが・

すばらしい織やイベントがあることを勲ば、まだまだ入嚇鵬醐や質とができると馳ます訟之蝦泉と大地

の芸衛祭をセットにした観光旅行の企顧も効果的だと思います・

■本山祐平議貴爾営バスにっいて】

　町営バスを利爾する保護毒・蕎齢春にアンケートを

行ったところ、とても助かっているという慧見が多い

中で、窪土沼も運行して欲しい麟ぜ本数が少ない3窪縄

かく園って欲しい毒などの要望も晃られました。バス

は冬場が混み奮い、立ち乗り状態のこともあります。

スリップしたり急ブレーキの購を考えると、麗の悪い

翻齢潔にとってどんなに危険なことかと不安に思います。

たくさんの費罵がかかるとは思いますが、事故が起こ

る鶴の改善策としてバスをもう少し大きくできないも

のでしょうか。また地域の人たちにとって町営バスの

不便な点を見つけるために、利期春へのアンケートを

とることを提案します。

　◇閣連質問：小野塚健太議艮

　　町営バスの土鶏の運行や本数の増便をお願いしたい。

■商波希美議員【これからの舶鱒と松之朗

　ギ森の学校まキ箏ロロはオープン以来2万人も来場し、

県内外でとても有名な施設となりました。しかしキ鷺ロ

滋で見て学んだ後．実際に須山の自然にふれてみよう…

という人はどれくらいいるのでしょうか。そこで提案で

すが、賑内外の人たちにもっと自然のおもしろさを簿っ

てもらうため、キョロロと須山見学をセットにした竃期

的な「須山傷然ッアー一」を企醐したらよいと思います。

　◇関連質問；椙沢和美議員

　　野鳥の宝庫である松之慮をもっと活胴した斑のアピー

　　ルをしたらどうか。

　◇騰逢質問＝佐藤利也議員

　　美人林をはじめとした豊審な森林の魅力をアピール

　　した方がよい。
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■田辺　　誠議員【松之山の除雲について】

　町では冬になると通学路が霧で覆われてしまい、箪

などにクラクションを鴨らされながらも、危ないこと

は承短で庫道を歩かざるをえないことがあります。幸

い事故は起きていませんが、これから先も事故が趨き

ないように、蟹が降ったら歩道は癒溺除霧することを

お願いします．

　◇関連質問：轡山箪太議員

　クロカンコースにピステの導入をお願いしたい。

籔樋欝玲奈議籔【松之嫡の伝搬能についコ

　町の伝統芸能として編広い濡動を続けている上州手

歌舞伎ですが、後継餐不建が悩みと闘いています。そ

こで私はこれを町の保存会とし、多くの町民がかかわっ

ていけるようにしたらよいのではと思います。そして

歌舞伎の活動の輪を広げることで、全国への町のP貧

にもつながっていくと憩、います。

翻’野塚繍韻㈱晦業につも’て1獲
　魚沼産米に1も弓iけを取らない味の松之山1来が脊名にな

らないのは、ここに住むものとしてはとても侮しいこと

です．ブラン隊として飽県に販売猟ば儲になり・業

多くの人に松之山の名購を覚えてもらえると思います。

また松之患の地形や気候を盗かした果物や、難しいとは

思いますが標腐を盤かした蔵康野菜など、松之由の特魚

を出せる俸物を栽培することも農いことと思います。

躰鹸購麟之㈱国麟こついd国
て霧黙峯纏慧喜憲響ま手惣建騰岱態際

の文化とのふれあいも糊だと思います・たとえば鵬交

交瀬のダニエルさんを通楓晒1騨盤とア刈流
力の岡撤代の人たちとの交流などいいのではないでしょ

うか。そして単なる交流で終わらず、入閥的にも喪い関

わりを持つことで文化の違いを超えたほんとうの理解が

生まれるのだと思います、そしてそれはきっと町の文化
の
．
発 展にもつながることと思います。

橿『訟鷺欝韓鶉難鑑継譲ぞ麗畷齪しタ騨で委ま仕事，，多様イヒしてきた．となどから、椛醗

　　　を行う機会が少なくなってきています．跨内でうつ病にかかっている人は、減ってきてはいるもののまだ100入を超

祉える鞭ま裾のままだ脚ように壇鵬る轍があると思いますがどのよう鵬えですか・猟保健
　　　センターでは月2國のほのぼの教室を行っていますが、最近は本来利駕することのできない不老閣に通っているお奪

　　　寄りも受けざるをえない状況だと闘きました．翻数を塔やせない理状では、こういったお年寄りが堪えてくると本来

　　　㈱鯖が利駅きない事になってしまいます．そこで保健センタ礎けではなく不翻やイ木養縦ン外でやって

　　　みたむ、専矯のバスを飛慧し松墨や浦懸の方も利期できる方法をやってみたらいかがでしょうか。

　　　　◇関遵質騰＝設楽裕子議黄

　　　　町の少子化や保膏断の統合について考えを闘かせて欲しい。

　　　　少子化対策として、補助金や滅税などの翻度を設けたらどうか。
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■小林疋知議員舩之山温泉の騒にっいて肇
　濫泉湯量の減少は町にとって深刻な問題です。岡じ問題を抱えている豊浦時

の薄岡温泉では霞噴では舛応できなくなり、凋葎はポンプでくみ上げる方法に

変え、泉源を枯らさないよう綱限対策を講じていると開きました。湯量確保の

対策としては紙しい井芦を掘削する方法と揚湯承ンプを設置する方法がありま

すが、掘灘しても湯が鐵ない場合や勉の井戸に影響を与える可能牲も沓定でき

ません．いずれも多額の費馬がかかることですが、町ではどのように取り維も

うとしているのでしょうか。

　◇関連質悶：樋口和之議員

　松之山温象の衆源を櫓らさないように、うまく利罵して欲しい。

繕佐藤　翠議員【松之山温泉のこれからにっいて】

　松之山潟泉は確かにすばらしい温泉ですが、欝本三大薬湯の一つであること

を勉の県の人々は短っているのでしょうか。たとえば草津温泉では主に関東圏

に陶けて雑誌、新闘等で大きく宣伝濡動をやっています。規模的には大きく違

いますが、松之由温泉でももっとたくさんの広報活動をすれば多くの方に知られ、

観光客も増触すると思います。

　◇関連質燭＝村山由頒議員

　松之由濾泉が頃本三大薬湯5であることをもっとアピールすべきである。

■商橋健伍議員【松之由購の観光業について】

松之山を訪れる観光客数は勲鋤醜ていますが・温泉旅食餉宿泊創嫉念

ながら滅少しています。またスキー場も平成5年のピーク時に比べ、三4年実績

で3万人も減少しています。バブル崩壊以降全灘的に厳しい状溌ですが、温泉

スキー場の…部をグレステンスキー場として夏場も営業すること、さらにリフ

トの蕎速化を行えば囎季を通した温泉旅館利胴客の増撫が見込めると思います。

町でカを入れているアルペンジュニア寳成にも慧義はあると思います。

鷺濤i橋雅子・議員【大地の芸術祭と観光客について萎
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2囎の舗祭瞬醐を姻る多くの人力｛訪れ、ア弾作脇儲数で鰍勲が地髄での幡と納ました護の
駿か駄成鵬終わったと謙ます．しかしイベント郷勧覗ると撒斑了よ砂な嚇果でした訟代町の取り組み
方を調べると、綱かいばろに鉄したとても即宣伝のや肪をやっていました訟加驚もちろ櫨伝はしましたが・

すばらしい織やイベントがあることを勲ば、まだまだ入嚇鵬醐や質とができると馳ます訟之蝦泉と大地

の芸衛祭をセットにした観光旅行の企顧も効果的だと思います・

■本山祐平議貴爾営バスにっいて】

　町営バスを利爾する保護毒・蕎齢春にアンケートを

行ったところ、とても助かっているという慧見が多い

中で、窪土沼も運行して欲しい麟ぜ本数が少ない3窪縄

かく園って欲しい毒などの要望も晃られました。バス

は冬場が混み奮い、立ち乗り状態のこともあります。

スリップしたり急ブレーキの購を考えると、麗の悪い

翻齢潔にとってどんなに危険なことかと不安に思います。

たくさんの費罵がかかるとは思いますが、事故が起こ

る鶴の改善策としてバスをもう少し大きくできないも

のでしょうか。また地域の人たちにとって町営バスの

不便な点を見つけるために、利期春へのアンケートを

とることを提案します。

　◇閣連質問：小野塚健太議艮

　　町営バスの土鶏の運行や本数の増便をお願いしたい。

■商波希美議員【これからの舶鱒と松之朗

　ギ森の学校まキ箏ロロはオープン以来2万人も来場し、

県内外でとても有名な施設となりました。しかしキ鷺ロ

滋で見て学んだ後．実際に須山の自然にふれてみよう…

という人はどれくらいいるのでしょうか。そこで提案で

すが、賑内外の人たちにもっと自然のおもしろさを簿っ

てもらうため、キョロロと須山見学をセットにした竃期

的な「須山傷然ッアー一」を企醐したらよいと思います。

　◇関連質問；椙沢和美議員

　　野鳥の宝庫である松之慮をもっと活胴した斑のアピー

　　ルをしたらどうか。

　◇騰逢質問＝佐藤利也議員

　　美人林をはじめとした豊審な森林の魅力をアピール

　　した方がよい。
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きて、ひめちゃんもいっしょに遊んだの。すっごく楽　韓
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しかったよ，，雛今8もいっぱい遊んで疲れちゃった．　奪
　　　　　　　　　　　　　　　　・串かけのときも、お風呂でもはなさないの。え～っと、
ごはん食べたら、大好きなぞうさんのぬいぐるみとい　蓼
　　　　　　　　　　　　　　　　・火を消すまではいいんだけどさ、ねえマーマ、ケーキ
っしょにおねんねしよ～っと．　　　　　　　　　　　蓼
　　　　　　　　　　　　　　　　・震べるときこのくるまどうしたらいい？【お母さんから一書葉　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　や人のことを患いやれる心の騰しい子になって欲しい　婁【お父さんから｝雷】

　　　　　　　　　　　　　　　　ねでず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　わんぱくでもいいi交夫に蕎ってほしい。
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運転免諮証・パスポート・顔奪真入りの

住民基本台帳カードなど、官公庁の発行

する顔写真付きの証明書。
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　ヂ自分の知らないうちに婚姻痛が出されていた」とか夢知らないうち

に養子縁組され，人の群籍に入っていた蒸などという虚偽の芦籍煽け事

件が全麟的に発生しています、このような事件を未然に防ぐため、煽け

趨の中でも親在特に問題になっているヂ婚姻騰」　「離婚鰯違　「養子縁績

鰯雲　ヂ養子離縁煽」については、本入を確認できる身分読明書を提示し

て頂くこととなりました。法務局十償時支局管内6帯時村で是並みを揃

え、来年ま月碁3以降の旛け繊から一斉に実施します。皆様のご理解と

ご協力をお願いします．
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雇1け出は受理しま葦。このような霧1盆魅は後8耀i出入

宛に，鰯け呂があったことを郵送で通鑓する舞こと

　になりますので、本人の意志により鰯けられたもの

　であるかどうかの確認をしてください。
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を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う

に
上
か
ら
ビ
ニ
…
ル
テ
ー
プ
を

隙
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
、

繕
水
道
メ
…
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
は
、
布
き
れ
な
ど
の
保
温
剤

を
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
に
入
れ
、
メ
ー
タ
ー
を

保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ

さ
い
．

籔
水
抜
き
栓
・
不
凍
水
栓
を
硬

用
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
お

休
み
離
や
家
を
留
嘗
に
す
る
と

き
忘
れ
ず
に
水
披
き
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
す
ぐ
に
メ
…
タ
…
ポ
ッ
ク
ス

内
に
あ
る
元
栓
を
闘
め
、
ひ
び

鶴
れ
し
た
場
所
に
禰
な
ど
を
巻

き
付
け
る
応
急
処
置
を
し
、
業

奢
に
修
理
を
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
購
の
水
道
に
関
す
る
悶
い
含

わ
せ
は
：
－

　
建
設
企
業
諜
　
水
道
係
ま
で

薮
6
－
2
倭
6
2
（
直
通
）

　
ま
ず
蛇
口
を
瀾
き
、
凍
っ
た

部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
蛇

獄
測
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ

ん
な
く
掛
け
ま
し
ょ
う
．

【
注
意
】
い
き
な
り
熱
湯
を
か

け
る
と
、
ひ
び
割
れ
や
破
裂
を

趨
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な結

て
し
ま
い
水
が

な
っ
た
と
き

望
イ
亥
4
℃
が
要
注
意
船

　
寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
．
気
象
通
報
で
異
常
低
温
注
意
報

な
ど
が
出
た
と
き
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ナ
ス
4
℃

以
下
に
な
る
と
、
蛇
口
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
て
し
ま
う
凍
結
事

故
が
急
に
多
く
な
り
ま
す
。
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”
月
9
臼
執
行
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果

松
之
曲
町
の
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り

ロ
小
選
挙
区
選
挙
（
新
潟
6
曝
屑
け
鵡
題

　
つ
つ
い
信
隆
（
民
盤
党
）
5
8
1

　
あ
べ
正
義
（
駐
本
粟
産
党
）
2
i
4

　
風
闘
直
樹
（
無
所
属
）
　
　
2
0
3

　
た
か
と
り
修
芸
自
由
民
窯
党
）

　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
ハ
U
6
6

　
　
　
　
　
　
【
投
票
率
釧
・
花
％
一

純
松
詣
産
の
新
そ
ば
に
養
つ
つ
み

　
松
之
山
町
擦
い
手
公
祇
が
町
内
各

湧
の
転
窪
磁
な
ど
で
栽
培
し
て
い
る
、

純
松
之
山
産
の
新
そ
ぱ
を
使
っ
た
燧

例
の
そ
ば
祭
り
が
、
U
月
8
臼
・
9

日
の
爾
沼
お
ふ
く
ろ
館
で
闇
催
さ
れ
、

こ
の
段
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
町
内

外
の
た
く
さ
ん
の
そ
ば
通
が
訪
れ
、

鷹認
こ撒頴：
一趣一

打
ち
立
て
の
新
そ
ば
の
味
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
歴
外
で
は
地
元
黒
愈
集
落
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
餅
つ
き
や
瓢
鮮
野
菜
の

直
飯
が
行
わ
れ
、
収
穫
の
秋
な
憶
b
で

は
の
お
い
し
い
二
沼
間
で
し
た
。

雛
篤
例
代
表
選
挙
驚
讐
嚢
欝
簿
織
）

社
会
毘
叢
党

懲
由
民
主
党

公
　
明
　
党

β
本
共
産
党

疑
　
主
　
党

　
　
　
　
　
8
3

　
　
1
　
0
4
5

　
　
　
　
！
9
λ
0

　
　
　
　
2
8
Q
り

　
　
　
　
4
9
超
4

門
投
票
率
鎖
・
7
2
％
】

　郡公鶏館連絡協議会が主催する、東

頸城郡翻碁大会がn月30鷺（臼）休養

轡センターで醐催され、段級位別の4

ブロックリーグ戦に30名が参撫し、

静かな熱戦を繰り広げました。帯町税

合併により郡大会としての名称は次回

が最後となりますが、各臨碁会では今

後も交流を続けていくよう謡し合いを

進めています。

　纏Aブロック12段～5段1優勝潔
　　石磁欣一さん（安塚町）

　懸Bブロック鋒級～初段】優勝奢

　　渡辺忠論さん（牧酎）

　繕Cブ欝ックε3級～2級1優勝蕎

　　植木直栄さん（松代町）

　瓢Dブロック〔6級～4級1優勝響

　　槻鶴薫春さん（牧村〉

　
⑱
　
鋤
　
⑳い戦鳥ゾ静

轡民講座：”月27覆休養村センターにて自然の長所・短斯を受け入れること

　
今
圃
は
N
P
O
法
人
砂
防
広

報
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

作
家
青
木
奈
緒
さ
ん
に
よ
る
「
土

と
水
と
、
見
え
な
い
世
界
」
と

題
し
た
講
演
を
し
て
擬
き
ま
し

た
。
雛
母
で
あ
る
幸
懸
文
が
、

地
す
べ
り
の
記
録
と
し
て
残
し

た
陸
筆
欝
朋
れ
蝕
に
書
か
れ
て

い
る
全
圏
各
地
の
現
地
を
あ
ら

た
め
て
訪
ね
歩
き
、
そ
こ
に
生

濡
す
る
人
々
と
自
然
と
の
関
わ

り
を
硯
究
さ
れ
て
い
ま
す
．

…
「
自
然
か
ら
授
か
る
長
漸
短
所

は
ど
こ
に
往
も
う
と
必
ず
有
る

も
の
で
、
良
く
も
悪
し
く
も
入

は
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
松
之
山
地
す
べ
り

の
つ
ら
い
記
憶
も
、
将
来
に
璽
つ

て
語
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
幅
ー

く》町撮講座
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働
響
奪
い
今
り
要
で
要
づ
し
轡
〉
卜

　
不
老
鰻
と
松
涛
園
に
う
れ
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
．
松

里
小
学
校
で
は
春
以
来
取
り
組
ん

で
き
た
ア
ル
ミ
無
集
め
や
、
文
化

祭
で
の
バ
ザ
…
の
収
益
金
で
2
禽

の
毒
い
す
を
購
入
し
、
員
月
26
鷺

に
松
涛
園
、
翌
27
沼
に
不
老
閣
へ

と
即
名
の
全
校
兜
童
が
贈
呈
に
訪

れ
、
握
手
タ
イ
ム
や
肩
も
み
タ
イ

ム
、
合
唱
に
踊
り
と
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
約
1
鋳
問
の
お
年
霧
り

た
ち
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
文
化
祭
で
喝
采
を
あ
び
た

ア
ン
ク
ロ
ン
の
演
奏
に
は
入
艦
奢

の
み
な
ら
ず
施
設
の
職
翼
か
ら
も

歓
声
が
沸
き
趨
こ
り
、
こ
の
臼
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
お
年
欝
り
た

ち
へ
の
心
温
ま
る
す
て
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

灘
職，

礫霊
罧

霧欝

亀く

（写真は27鰭の不老閣にて）

　
町
内
3
保
畜
勝
の
お
遊
戯
会

が
難
月
に
樽
次
い
で
行
わ
れ
ま

し
た
．
来
奪
4
月
か
ら
瓢
松
之

山
保
費
湧
に
統
合
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
の
保
脊
漸
で
の
簸
後

を
蘇
る
お
遊
戯
会
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
子
供
も
親
た
ち
も

ほ
ん
と
う
に
熱
の
入
っ
た
出
し

物
の
連
続
で
し
た
。
た
め
息
が

畿
る
ほ
ど
感
心
し
た
り
、
ア
ゴ

が
は
ず
れ
る
ほ
ど
災
っ
た
り
と
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
隣
問
を
遍

ご
し
ま
し
た
。
保
膏
駈
は
な
く

な
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
ビ

デ
ォ
や
写
糞
と
共
に
大
切
な
思

い
出
と
し
て
残
っ
て
い
く
こ
と

で
し
よ
う
。

U
、
／
得
　
松
之
山
保
密
辮

麟
「
松
之
山
の
ね
ず
み
と
束
憲
の
ね
ず
み
」
か
ら

撚

．

騨欝
／
2
0
　
浦
磁
保
膏
漸

　
　
鯛
〔
サ
ル
と
カ
ニ
」
か
ら

“
〆
2
8
　
松
里
保
欝
筋

　
　
翻
「
王
様
の
耳
は
臼
バ
の
耳
榊
か
ら

轟
繋響轡秋
の
美
人
林
溝
掃
に

音
楽
の
贈
り
も
の

　
春
秋
の
2
鐡
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
濡
動
で
美
人
林
清
掃
を
続
け

て
い
る
松
之
出
小
学
校
．
今
翻

は
作
業
に
先
立
ち
、
小
千
谷
帯

出
身
の
フ
ル
ー
ト
奏
鞍
U
堀
井

康
子
さ
ん
等
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
峯

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ナ
の

紅
葉
が
優
し
く
音
を
包
む
天
然

の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
中
、

子
供
た
ち
の
人
気
ア
ニ
メ
「
ト

ト
瓜
」
の
テ
…
マ
齢
や
、
秋
に

ち
な
ん
だ
曲
な
ど
を
演
奏
し
て

須
き
ま
し
た
、
た
蒙
た
ま
訪
れ

た
観
光
客
も
、
思
わ
ぬ
森
の
贈

り
物
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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た
り
と
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
隣
問
を
遍

ご
し
ま
し
た
。
保
膏
駈
は
な
く

な
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
ビ

デ
ォ
や
写
糞
と
共
に
大
切
な
思

い
出
と
し
て
残
っ
て
い
く
こ
と

で
し
よ
う
。

U
、
／
得
　
松
之
山
保
密
辮

麟
「
松
之
山
の
ね
ず
み
と
束
憲
の
ね
ず
み
」
か
ら

撚

．

騨欝
／
2
0
　
浦
磁
保
膏
漸

　
　
鯛
〔
サ
ル
と
カ
ニ
」
か
ら

“
〆
2
8
　
松
里
保
欝
筋

　
　
翻
「
王
様
の
耳
は
臼
バ
の
耳
榊
か
ら

轟
繋響轡秋
の
美
人
林
溝
掃
に

音
楽
の
贈
り
も
の

　
春
秋
の
2
鐡
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
濡
動
で
美
人
林
清
掃
を
続
け

て
い
る
松
之
出
小
学
校
．
今
翻

は
作
業
に
先
立
ち
、
小
千
谷
帯

出
身
の
フ
ル
ー
ト
奏
鞍
U
堀
井

康
子
さ
ん
等
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
峯

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ナ
の

紅
葉
が
優
し
く
音
を
包
む
天
然

の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
中
、

子
供
た
ち
の
人
気
ア
ニ
メ
「
ト

ト
瓜
」
の
テ
…
マ
齢
や
、
秋
に

ち
な
ん
だ
曲
な
ど
を
演
奏
し
て

須
き
ま
し
た
、
た
蒙
た
ま
訪
れ

た
観
光
客
も
、
思
わ
ぬ
森
の
贈

り
物
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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矯猫鱒 真　ダ

　●農業従事養なら誰でも魏入できまず

韓塾翻離叢器鑛桑麗灘畿鎌冠難灘
　満◎農業に60臼以よ従箏する　　　麺♂
　農業春であれば誰でも撫入で　　　趣
　きます。農地の権剰を持たな
　い女牲や後継春も糠入できます。

●保険料は臼窃に選択できまず
　月額最低2万鍔から簸高6万7千湾まで千円単位で撫入
　巻が選択できます。経済状況や老後設欝などに応じた金額
　を選定してください。

●積立型の80歳保畿燧き終身葎金でず

　　　　　　　　　　将来の年金受給に必要な原
資を自分で積み立て、運薦実
績により受給額が淡まります。
年金は65歳受給開始を療則とし、

終身受給できます。また仮に1
80歳購に亡くなった場含をま、

…時金として逡族に支払われ
る綱度となっています。

◎憲欲ある握い響…には擦検料鋤成がありまず

　認定農業者で青色牢欝麿などは、麟からの保険料助成が
受けられます。　　欝騰撚懲難難、繋繊獲繋養叢糞灘

　
覆
本
園
内
綻
往
所
を
麿
す
20
歳
以

上
60
歳
来
満
の
方
は
、
臼
本
人
に
鰻

ら
ず
外
国
人
の
方
も
翻
浅
年
金
に
撫

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被

保
険
春
が
費
驚
を
公
平
に
負
握
す
る

と
と
も
に
、
老
齢
に
な
っ
た
場
合
、

あ
る
い
は
被
保
険
麿
で
あ
る
聞
に
障

轡
又
は
死
亡
の
事
故
等
が
発
盤
し
た

場
合
に
は
、
公
平
に
保
険
給
赫
を
行

う
佳
維
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
外
曝
人
登
録
串
請
を
提
鐵
す
る
際
、

合
わ
せ
て
國
罠
年
金
舶
入
の
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

鎖

ヤ

　鷺　　　猶　が行われます。ポンプ放水も行い

松場午平β　ます。ぜひご覧ください、
之　後成
山斯3総時
診　購年
療　か等
駈　ら月
龍　　4
駐　　臼
車　　（　　　臼場　　）

欝瀦水族論

岬
月
に
引
き
続
き
、
松
之
由
の

四
な
水
生
盗
物
を
展
示
し
て
い

・
。
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
シ
ナ
イ
モ

｝
（
タ
ナ
ゴ
）
な
ど
、
今
の
揖

、
は
溌
少
に
な
り
つ
つ
あ
る
生

押
ら
、
簸
近
闘
題
に
な
っ
て
い

・
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ア
メ
リ
カ
ザ

四
二
等
の
外
来
生
物
ま
で
、
さ

㎞
ま
な
盤
き
物
を
展
示
し
て
い

ノ
。ノ
》
ガ
ニ
釣
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ

’
ま
す
。

　※ままりる物本ツま豊
りザすざガブかでゴすか先

◆麟報コーナー・お驚し3撚ツウスに
　ご協力くださ1も耀

　情報コーナーで、松之宙の文化・生活・無中行事
などの分野の鷺報がありません。r今1ヨどこそこでこ
んな催しがある」「今、こんな1こ二とをやっている」な

どがあり濠したらぜひお知らせください。

　おもしろボックスに入れるものを募簗していまず1

蔵に膿っている蔑異や資料などを提供できる方はぜ

ひお短らせください。
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25

／
＼

★『木工工作・顕微鏡コーナー』

　
キ
ョ
ロ
ロ
ホ
ー
ル
で
は
、
松
之

由
の
臼
然
の
素
材
を
使
っ
た
工
作

体
験
や
顕
微
鏡
を
使
っ
た
噌
1
ッ

と
驚
く
ミ
ク
ロ
体
験
が
で
き
ま
す
。

◆霜工工樺のアイデイ，．
　粛ランティアスタツつを募葉しrζも、蒙嘗。

　rこんなの作ってみたらどう？」「こんなの作った

らおもしろいよ3というものがありましたらお鷺ら

せください．また臼分の休8に遊びがてらに来て、

来舘巻といっしょになって木工工作をしてくださる

方も大歓迎です。（工1乍に痩える廃秘などござい濠し

たらお譲りください．）

f森の学校」は全蟹に売駆けた住罠参茄型の博物館です。来館者との交流の輪が広がる、魅力ある場筋に育てましょう。

県立松代病院から年末年始の診察について

　12月27臼（土〉から1月4臼（鋤は、年来年始の休診となります。

この間松代病院は原則的には休診ですが、救急患者は療段受け付けます。

また98問のうち次の目程で外来診察（内科のみ〉を行いますので、

カゼ等でお囲りの方はおいでください。

　　㊤稔鍔29β（月〉隼繭8時30分から鱗時30分家で

　　◎蓬拷2黛（金〉序麟8時30分力、ら簾篠餐寺30分塞で

保青ま：資格の登録1こついて

蝿童橿祉法の一部改正（平成雁5無“月298施行）に

伴い、傑薄士資格を持ち、保竃土として働いている方は、

都遵府票への登録が必要となります。

鎖登録先は…

　○保蕎士試験禽格蓄唖試験禽格地の都遵癒県へ

　●保薄士養成校卒業蓄縛儀民票のある都遵府銀へ

鑛新潟緊の受轡は賛鳶298から麗始し濠した、

撚登録の手続きは…

登録先は該嚢する都遵癒緊ですが、串講手続きは全圏

の都道府i累から事務の委託を受けた∫登録事務鎚理セン

ター」で行いまず。串講霧の講求や登録の手続きなど、詳

しいことは獲接電話してください。

箇藤0づ20－G4唾一943（角～盆§謬∈130§巻～18鋳まで）

※なお、保奮よとして働いていない方は登録をしなく

　ても資格を失うことはありませんが、保蕎士として

　働こうとする際には登録が必要です、

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ヤ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

、
、
“
　
ノ
・
な
ど
の
ご
相
談
駕
癒
鯵
ま
ず
。

　
　
　
　
副
　
　
　
げ

　
●
過
労
か
ら
く
る
健
康
の
こ
と
、
精
神
的
な
悩
み
、
労
災

　
　
保
険
の
こ
と
な
ど
の
ご
相
談
に
慈
じ
ま
す
。

　
o
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
圃
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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マルチメディアフェスティバル2004血越後妻有達
毅第3回越後妻有ホームページコンテスト」の作品を募纂します1　　　　－2004．1．3葉～2」開催一

このフェスティバルは牽臼町地域6市i町凝が主催するもので、r地

域構報につ恥て灘えよう3をテーマに、講演、パネル展承、イベ

ントなど子鍵から商齢轡まで楽しめる企爾を準備中です。詳緬は

後βお知らせします。

まだこのフェスティパルに奮わせ燈例のホームページコンテス

トを行恥ます。鰯人・企業等を閥わず、ぜひこの機会綻樽慢のホー

ムページ響参茄されたらいかがでしょうか．作贔はフェスティバ

ル会場で、来場煮から唐由にアクセスして閲覧して頂けます。

灘募集鰯闘：平成簾5箪2月順（月）

　　　　　～平成16奪達月23巳（金〉
饗纂集部鱒二一一般部門・小中学校部門

　　　　ビジネス部絹・携帯部門

露問い含せ：ナ臼購地域広域事務組合　企團振興諜

　　　TEし0257－57－2637
　　　HP撮卿〆www，ec傾go－tSQm顔．蜘加雇04

り
麟
騰

　
　
…
手
｝
…
～
ミ
…
…
…
，
奪
書
，
善
｝
モ
髪
、
亨
、
多
筆
、
ヌ
ノ

　
新
潟
県
蕩
齢
餐
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
中
商
年
の
方
に

役
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
惰
報
を
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
簿
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
鍛
時
問
い
つ
で

も
O
K
で
す
。
翅
月
・
！
月
の

放
送
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
捻
月
3
日
～
捻
月
爲
日
「
快
適

　
な
お
風
畠
タ
イ
ム
で
リ
フ
レ
ッ

　
シ
3

◆
捻
月
漁
日
～
三
月
4
臼
「
冬
の

　
カ
ゼ
に
気
を
付
け
て
篇

◇
！
月
5
臼
～
！
月
娼
沼
懲
乾
燥

　
肌
を
防
い
で
美
し
い
肌
を
保

　
ち
ま
し
ょ
う
し

◆
圭
月
B
貯
～
2
角
2
臼
「
確
定

　
串
皆
で
税
金
が
戻
る
場
含
恥

騒
馨
膨

　
ご
利
胴
の
際
は
、
電
謡
で
ご

確
認
の
上
お
患
か
け
く
だ
さ
い
。
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繊
月
2
8
臼
（
臼
）

　
県
立
松
代
病
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奮
0
2
5
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臼
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木
）
発
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県
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松
代
病
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2
5
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7
，
2
1
0
0
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　12月27臼（土〉から1月4臼（鋤は、年来年始の休診となります。

この間松代病院は原則的には休診ですが、救急患者は療段受け付けます。

また98問のうち次の目程で外来診察（内科のみ〉を行いますので、

カゼ等でお囲りの方はおいでください。

　　㊤稔鍔29β（月〉隼繭8時30分から鱗時30分家で

　　◎蓬拷2黛（金〉序麟8時30分力、ら簾篠餐寺30分塞で

保青ま：資格の登録1こついて

蝿童橿祉法の一部改正（平成雁5無“月298施行）に

伴い、傑薄士資格を持ち、保竃土として働いている方は、

都遵府票への登録が必要となります。

鎖登録先は…

　○保蕎士試験禽格蓄唖試験禽格地の都遵癒県へ

　●保薄士養成校卒業蓄縛儀民票のある都遵府銀へ

鑛新潟緊の受轡は賛鳶298から麗始し濠した、

撚登録の手続きは…

登録先は該嚢する都遵癒緊ですが、串講手続きは全圏

の都道府i累から事務の委託を受けた∫登録事務鎚理セン

ター」で行いまず。串講霧の講求や登録の手続きなど、詳

しいことは獲接電話してください。

箇藤0づ20－G4唾一943（角～盆§謬∈130§巻～18鋳まで）

※なお、保奮よとして働いていない方は登録をしなく

　ても資格を失うことはありませんが、保蕎士として

　働こうとする際には登録が必要です、
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マルチメディアフェスティバル2004血越後妻有達
毅第3回越後妻有ホームページコンテスト」の作品を募纂します1　　　　－2004．1．3葉～2」開催一

このフェスティバルは牽臼町地域6市i町凝が主催するもので、r地

域構報につ恥て灘えよう3をテーマに、講演、パネル展承、イベ

ントなど子鍵から商齢轡まで楽しめる企爾を準備中です。詳緬は

後βお知らせします。

まだこのフェスティパルに奮わせ燈例のホームページコンテス

トを行恥ます。鰯人・企業等を閥わず、ぜひこの機会綻樽慢のホー

ムページ響参茄されたらいかがでしょうか．作贔はフェスティバ

ル会場で、来場煮から唐由にアクセスして閲覧して頂けます。

灘募集鰯闘：平成簾5箪2月順（月）

　　　　　～平成16奪達月23巳（金〉
饗纂集部鱒二一一般部門・小中学校部門

　　　　ビジネス部絹・携帯部門

露問い含せ：ナ臼購地域広域事務組合　企團振興諜

　　　TEし0257－57－2637
　　　HP撮卿〆www，ec傾go－tSQm顔．蜘加雇04
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いよいよスキーシーズン間近となりました。

スキー技徳の肉．ヒと選手膏成をめざしてジェ

ニアスキークラブを結成します。

　　口　　　黛　　　　　響　　　猶

驚の…・

鞠瀧
繊
馨
藩
の
墾
輩
節
雌

樵、繊驚麟1講凝き燃濾．護礁醸蓬謙鰍繍のは羅勲書購織晦》噸
懸の蓬が．繍麟るま難松鋤澱漁ゆるウ議羅籔戴一魏騰泌の繍談融転鮭
愚鋤蒸鵬る。
濾瀞疹蓬癒．際集僕ぽ籾齢蒸添簗蓬熱タ穆ス驚蒸懇経験漆る濾るiう。カリ凝隷辮蒸灘建は雲

が隆為擬が確瀞1灘麹懸溝麟、哉郷懇雲懇舞懸愚灘が一・翻総嫉滋婁。鶏ちろん積懸る叢護ぽ癒がっ

羅ね。

欝論懇榔淵鋤熟灘2驚獅璽ホリ驚の馨節認ぶ・な燃と麟撚麹蝋驚
灘謹ぽ移め、お露鶏、感謝祭（添薮はn月の最後の老蓬易懸のだけ灘馨も〉、そ義懸我溝家族

礎嫌の誕盤霞がおるおけだ．視恥で疲腕濤碍れ謹懸、結構楽しい瞬糊蓬諜。

禰顔懇籔添雄住むようになった時がぢ燦っと藤織騨遷思っている護蕊溝訪る。劉講撫懸灘繋
13灘鑛謹岡猿ようにクリスマスとお鐙月を祝う溝、視い方が露簾繋濾叢麟蚤護蕊。霞添麺ilまお

張欝．お餅を食べながら家族と一一緒建紳鮭へ行っ懸駄近親港幌御飯嚢べ驚糖騰。懸醗蓬タ

拶歎羅鍛懸ラブラブの感じだろう穣
　猿鎌鵬難は逆だ。クリスマスの蓬ろ近親～蕪瀦雄素適懸嚢織物懸嚢輪懸溺疹鑛薦驚鞭熱ム

鞍㈱、灘ゼント醐いた嚥鰍熱慰講載無樋敷達澱継謙灘繍鐙
購轍鰍渤讐灘欝麟〉撚叢灘漿灘泌・灘膿纏騨あ麓麟癒
鰯麟雲っ蓬が陰分が婆繊〉。騰羅、灘獺タ豹懸麹」鍛薫熟ま宗教葭繋がつ蓼聯るが登繍灘

鞍懸蘇酬く麟灘剃懸数騨翻醐翻麟盤醜の講灘繍簾
糞藤鎖懸気勢捲なる濾。

　齢講にi鵬錨、雑の聰欝一の馨鮭楽麟認繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墾馨驚縫・鞍簗口難糠餐

27

叢
’西磁覇’欝煕朝醤舗’　　　　・購’”　　　藁　　丙一葦溺灘4’灘桑繍・鑛騰　灘灘

　　　．識灘乳・’　塀

炬燃・灘，灘慨　　一譲鑛難霧鶴灘轡　嚢．

　　　　松之撫臨㎝L五Z！八猛λ4R

1㈱ 元旦　　県立松代病院休鷺救急当番田 16㈹
2㈹ スキー場餅つき大会

桑立松代病院内科外来憂付（午前中のみ） 17㈹ 霧き初め大会・璽9段まで

3㈹獺
18（旧〉

4（縫） 松之山跨消防強出初め式
午後3鋳よ9：松之山診療斯前駐庫場 19㈲

5㈲ 役場関係・松之山診療所仕事始め 20㈹ r森の学校」休館呂

6㈹ 糠の学校」休館欝 21（戯燗 大寒

7㈱ 22㈲
8㈲ 町内小・中・高始業式 23㈹ 松之山診療駈休診

9繊燭 24㈹
10㈹ 25（B〉 上石杯スキー大会

松之山診療所休覆数急当番β

11（撮〉 26㈲瀬
12（月〉 成人のβ 27㈹ 「森の学校」休館β

13㈹ ギ森の学校」休館臼 28（水）

14㈱ 29㈱
15休〉躍 むこ投げ・すみ塗り祭り 30（劒

vq　　、　　　　　　　　　　　　　　　塒　　　’　』サ）

31㈹
F　榊

　　　r森の鞭†ヨ皿に　一

　　　需つτみませんか71
現
在
、
松
之
山
の
駕
や
た
め
池
な
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に
棲
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し
て
い
る
小
動
物
た
ち
が
一
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察
で
き
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門
森
の
水
族
館
」
を
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で
す
。

ザ
リ
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ニ
釣
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コ
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も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
一
懸
罰
灘

無末：驚始の開鰹・休館滋は次のとおりでず。

　　　　　　　　　簸鰍欝鐙懸鱒顯鶏．鍛
壕2月

●葉月28は、レストハウスで
　餅つき大会が行われまず。

●今シーズンのイベント情報は、

　新奪暑で詳しくお伝えします。

．懸i議灘一難鰺翻糠嶽ii繕i鷺灘　㌧

　灘畿一編i驚i藻蒙簾灘懸謙薄麹騰籔箋琢醗難灘鰻馨

竜
、
鰯
舞
ぐ
釜
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－
・
婁
鞍
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懸の蓬が．繍麟るま難松鋤澱漁ゆるウ議羅籔戴一魏騰泌の繍談融転鮭
愚鋤蒸鵬る。
濾瀞疹蓬癒．際集僕ぽ籾齢蒸添簗蓬熱タ穆ス驚蒸懇経験漆る濾るiう。カリ凝隷辮蒸灘建は雲

が隆為擬が確瀞1灘麹懸溝麟、哉郷懇雲懇舞懸愚灘が一・翻総嫉滋婁。鶏ちろん積懸る叢護ぽ癒がっ

羅ね。

欝論懇榔淵鋤熟灘2驚獅璽ホリ驚の馨節認ぶ・な燃と麟撚麹蝋驚
灘謹ぽ移め、お露鶏、感謝祭（添薮はn月の最後の老蓬易懸のだけ灘馨も〉、そ義懸我溝家族

礎嫌の誕盤霞がおるおけだ．視恥で疲腕濤碍れ謹懸、結構楽しい瞬糊蓬諜。

禰顔懇籔添雄住むようになった時がぢ燦っと藤織騨遷思っている護蕊溝訪る。劉講撫懸灘繋
13灘鑛謹岡猿ようにクリスマスとお鐙月を祝う溝、視い方が露簾繋濾叢麟蚤護蕊。霞添麺ilまお

張欝．お餅を食べながら家族と一一緒建紳鮭へ行っ懸駄近親港幌御飯嚢べ驚糖騰。懸醗蓬タ

拶歎羅鍛懸ラブラブの感じだろう穣
　猿鎌鵬難は逆だ。クリスマスの蓬ろ近親～蕪瀦雄素適懸嚢織物懸嚢輪懸溺疹鑛薦驚鞭熱ム

鞍㈱、灘ゼント醐いた嚥鰍熱慰講載無樋敷達澱継謙灘繍鐙
購轍鰍渤讐灘欝麟〉撚叢灘漿灘泌・灘膿纏騨あ麓麟癒
鰯麟雲っ蓬が陰分が婆繊〉。騰羅、灘獺タ豹懸麹」鍛薫熟ま宗教葭繋がつ蓼聯るが登繍灘

鞍懸蘇酬く麟灘剃懸数騨翻醐翻麟盤醜の講灘繍簾
糞藤鎖懸気勢捲なる濾。

　齢講にi鵬錨、雑の聰欝一の馨鮭楽麟認繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墾馨驚縫・鞍簗口難糠餐
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’西磁覇’欝煕朝醤舗’　　　　・購’”　　　藁　　丙一葦溺灘4’灘桑繍・鑛騰　灘灘

　　　．識灘乳・’　塀

炬燃・灘，灘慨　　一譲鑛難霧鶴灘轡　嚢．

　　　　松之撫臨㎝L五Z！八猛λ4R

1㈱ 元旦　　県立松代病院休鷺救急当番田 16㈹
2㈹ スキー場餅つき大会

桑立松代病院内科外来憂付（午前中のみ） 17㈹ 霧き初め大会・璽9段まで

3㈹獺
18（旧〉

4（縫） 松之山跨消防強出初め式
午後3鋳よ9：松之山診療斯前駐庫場 19㈲

5㈲ 役場関係・松之山診療所仕事始め 20㈹ r森の学校」休館呂

6㈹ 糠の学校」休館欝 21（戯燗 大寒

7㈱ 22㈲
8㈲ 町内小・中・高始業式 23㈹ 松之山診療駈休診

9繊燭 24㈹
10㈹ 25（B〉 上石杯スキー大会

松之山診療所休覆数急当番β

11（撮〉 26㈲瀬
12（月〉 成人のβ 27㈹ 「森の学校」休館β

13㈹ ギ森の学校」休館臼 28（水）

14㈱ 29㈱
15休〉躍 むこ投げ・すみ塗り祭り 30（劒

vq　　、　　　　　　　　　　　　　　　塒　　　’　』サ）

31㈹
F　榊

　　　r森の鞭†ヨ皿に　一

　　　需つτみませんか71
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無末：驚始の開鰹・休館滋は次のとおりでず。

　　　　　　　　　簸鰍欝鐙懸鱒顯鶏．鍛
壕2月

●葉月28は、レストハウスで
　餅つき大会が行われまず。

●今シーズンのイベント情報は、

　新奪暑で詳しくお伝えします。

．懸i議灘一難鰺翻糠嶽ii繕i鷺灘　㌧

　灘畿一編i驚i藻蒙簾灘懸謙薄麹騰籔箋琢醗難灘鰻馨

竜
、
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・
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おめでた（出生）
たかずみ

敬済ちゃん 丸山明広・海花さん

　　　（藤倉・元圏麗〉

おくやみ（死亡〉

小籔塚文雄さん　50歳
佐藤カヅ子さん　94歳

村出　マサさん90歳

ラ
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購
　
村

新
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中
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水
東
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＊i1月1臼から王1月30欝までの届出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
　に窓狐にお議ください。

榔◎灘欝
　　　　　lL！月30田E現茎韮

口
男
女
数

人
帯
総
世

3，041人（一ま〉

三，483人　（±0）

1，558人（一i〉

1，098戸　（一王〉

（〉内は葡月との比較

　町民憲章　昭漁，、年，月綱定

わたしたちは松之由町鼠です、郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

晦晟の合書葉

三、美しい緑と雲の中で

　　　　　　心豊かな入になろう
1、ブナの構が触れ合うように

　　　　　　連体の心をもとう

1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　翻造のカを蕩めよう

　　　　　温泉建傭日

　　　　温泉セン9一ξ翠の湯

鞘”・251　　　　　　　　　　冬期閉鎖中

霊印萄猷劇

※温票センターは葉月～3月は毎週木曜Bが定休露です。

営業時濁は午前穏購から隼後9購まで

醗
　　　　1もう緬溝、叢だ闘i楚。欝々匿追わ職る鯵段は各まんと

　　　う綴皐く遍蓬でしま恥裏す。Xマス1學お驚揮演楽魏

み総ゆ凝懸儀の腰織、簿欝憲遼め隠いほゼ縛ち還》がつ燕惣婁

灘ね．鋸の締めで講．簿乾）残導のな恥よう1こ努力努力。（索灘）

鋤し鴨蘭なうさぎ蛭鰯

修＠9爵診臣⑨贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松建膨線奮駈
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　無麟赦驚しめて
　　　　　　繋る卑へ
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